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phonogram            音感と外観                      ideograph
日本文（新聞・小説など）を読んでいて、読みや意味がわからなくてもまた、漢字が書けなくても、あまり気にせずに、ほっておくのに、英文の場合は、知らない語句に出会うと、不安になるのは、どのような心理作用から来るのでしょうか？   Overcome Identity Crisis

superiority complex        ＊＊＊ ？まえがき！ ＊＊＊          inferiority complex
このテキストが対象とするところは中学三年間の学習を終えられた方から通訳者までですので、当然、中学３年間の学習において、英語の文法・語彙は、基本的には全て習得なさっておられるはずです。それでも尚且つ、しっくりしない、実際に使用できない、学習を継続してゆくのに気が重い等々の声を聞きますので、その原因はどこにあるか、と筆者自身も模索しながら、多くの受講生の方々と相互に研鑚して、編集作成したものです。 ’03年４月３日
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  aqua      ＊＊＊ ウオ－リーをさがせ！？人類共通音  ＊＊＊      fire
 閼伽＝水    今日まで生き残っている太古以来の人類共通音を大切にしよう！    火

  ｱｶ = ﾐｽﾞ                     Where’s Wally?                               ヒ

  「コトバ」は石器や火の使用と同じように、人類共有の生活手段であり、どこでも、

誰にでも、共通するものでした。数百万年の長きに亙る「コトバ」の醸造・熟成期間の後に、

リンゴの表皮のように薄っぺらな、わずか数千年の「文字の発展期間」が到来して、各民族の間で、本来カラフルで楽しい「言語」が障碍物になってしまい、その結果、近視眼的に、局地的な語源に執着して、自己満足に陥り、学習者を惑わせ、学習意欲を喪失させてきたのは、悲しむべき事実です。          〔 no-salt system     しようのない（塩の無い）〕
    言葉というものを普遍的グローバルで、生きた物、ユーモアに満ちて、自在に変化する楽しく便利な道具であると認識しなおして、実際の意志疎通のために、役に立つように、

自在に駆使できるようにしたいものです。                           

                        ♪  If we hold on together  ♪             
Live believing, dreams are for weaving, wonders are waiting to start.

Live your story, faith, hope and glory, hold to the truth in your heart.

自分の道を信じて諦めなければ、夢は綺麗に織り上がり、思いもかけない喜びが待っている。

誠実、希望、光に満ちた自分の人生模様に誇りを持って、真心を忘れないようにしよう。

       Live to eat?  

       Or eat to live?  

       What are we living for?

       

       

           

         











  [NOTE] 琴線に触れる学習     “heart-appreciating,  not heart-breaking” learning

日本人は子どもの頃から、試験に追われて、ヒステリックに英語を勉強するのに、結果が

出ない。社会に出ても活用している人は少ない。却って、一生トラウマに悩み、苦しんでいる人も多い。一方、米英人はリラックスして、日本語を学習しているのに、けっこう仕事や生活に役立てている。何かおかしいと思いませんか？     

                       Which of them is coming home to you?  

① No pains, great gains?   之を楽しむに如かず。               Appreciate your life? 

② No pains, no gains?      骨折らずば、儲け無し。蒔かぬ種は生えぬ。      Taste it? 

③ Many pains, no gains?   骨折り損の草臥れ儲け？                        Waste it?

            沈思  Thinking reed? 考える葦？   Sinking reed?   沈む葦?
   He will not break off a bent reed, nor put out a flickering lamp.  [MATTHEW 12]                              

    痛められた葦を折ることも、弱く明滅する灯火を消すこともしない。 [ﾏﾀｲ伝 第12章]
      th  ＆  s
       I thank you!      感謝します。               It’s worth.      最高。

       I sank you!       お前は終わりだ！           It’s worse.      最悪。
        think / sink      

      r   &  l
       Crown him!       彼を崇めろ！

      Clown him!       彼を馬鹿にしろ！

         regal / legal    royal/ loyal    rise / lie 

      h  &  f
       Hire me!       雇ってください！               Hide her.   隠せ。

       Fire me!       クビにしてください！           Find her.   見つけろ。
       hail / fail      hall/ fall      feel / heal


  唯佛 是心 ♪ Row, row, row your boat, gently down the stream,          世間 虚仮

  ﾕｲﾌﾞﾂ ｾﾞｼﾝ   merrily, merrily, merrily, merrily, life is but a dream.♪ ｾｹﾝ  ｺｹ
   歯や唇の無いオウムでも、楽しそうに上手に言葉を喋ります。

             （鸚鵡曰、「有嘴。」―――オウムいわく、「クチバシはあります。」）

      name of game   要は意欲と自信（自分を信じること）です。 theme of life 

           th ⇔  s      r ⇔ l       h ⇔  f      
             理想     現実       緊縮    緩慢        内面    外面

                  

先ず、上の３対の音と文字の、対応する意味を区別することから、道は開けると思います。

「オズの魔法使い」に出てくる黄色の希望に満ちた道の歩み方

です。   “Wizard of Oz”
1 heart（良心）  ② courage（勇気）  ③ brain（智慧）  


      Trinity of goodwill, diligence and ingenuity will solve any problem. 

      (善意と勤勉、創意工夫の三つさえ揃えば、どんな問題も解決できるものだ。)
fuzzy computer（誤差を処理・利用するコンピューター）fuzzy headed（うすのろの）fuzzy set（曖昧語）

               黒     灰    白             ① I have no brother(s).

                     gray                  ② Don’t lose (your) heart.     

           black   grey   white          ③ all (of) the boys     

                                           ④ Neither of them is[=are] right.

                                             [ synesis 意味構文grammar is liar ]

          結構ですね。Yes, thank you.       結構です。 No, thank you. 
 flexible system  清濁併せ飲む  To take an unbiased approach to different opinions.
     アイマイ（曖昧）が自然であり、人間的であり、ユーモアもある。灰色(grey/gray)のつづりですら、英米両国で異なるのに、英米人並みの英語力に不足なレベルの日本人が、過度に神経質になることはないでしょう。   「角を矯めて牛を殺すなかれ。」 Not to reform the horns and kill the bull. (= Don’t try to improve a small part and ruin the whole. ) 
「水清ければ魚住まず。」 No fish live in too clear water. ( Strait-laced people have few friends.)

【Ⅰ】     GLOBAL  LANGUAGE（地球言語）

 Word is World.   A Word is stronger than a Sword.       >  a Pen?

言霊（ことだま・言葉の魂）         諺（言葉の技）proverb       利口( smart )

ラング・ド・シャ langue de chat                                聡明( bright )
             ( = tongue of cat  ) 猫の舌                       賢明( wise )
langue is tongue. /   language   /    bilingual   /    slang    /  linguistics

Longitude and latitude makes attitude(history).         経＋緯＝経緯

                                r

                      d t n

                   s

                 l

            f                                       h k g

          ( find )                                   ( hide )

               ＊＊＊月桂冠は本来、アポロの良心の象徴でした＊＊＊
Apollo ‘s apology       Extreme right is extreme wrong.             Laurel wreath

                          （ 各々が 己が正しき ひとやすみ ）

flower   fly /   leaf   loyal   legal  /   loose  smart   devil  /  try   travel  

/  navigate   nice  /  pray   raise  crown   royal    rude   arrogant   roar  ripe 

rot    growl     groan   grounded    grieve   grave   

A sound mind (should) be in a sound body.

A fish begins first smell at the head.

（魚は頭から腐り始める。）

Lean liberty is better than fat slavery.

（痩せたソクラテスになるとも、肥えたブタにはなるな。）

The more noble, the more humble. （実るほど 頭を垂れる 稲穂かな）

To err is human, to forgive is divine, and to repent is nearly divine.

（ 過つは人、許すは神、悔ゆるは、神に近し。 ）

Yesterday is the mirror of tomorrow. Try to cherish today so that we can work gratefully. 

（ 昨日は明日の鏡なり、今日をさわかに つとめ過ごさむ。 ）

píctograph      híeroglyph       ídeograph       phónogram  

picture + o + graph      hier(high)                idea                     phone

絵文字              象形文字              表意文字             表音文字




 REVIEW  
 hole    look    pupil     open    see       óperate        close        drop           

目の穴   見る    瞳/睛     開く   見える     見て手術する   目を閉じる  目を落とす

 dope        óptics    optícian      óptimism        péssimist      obsérve

眼を曇らす   光学      眼鏡士        楽観主義        悲観主義者      観察

[MORE]   snoopy  = snooping kid[dog]  スヌ－ピ－

(1) sweep         speed                 sleep        snoop  

     見て掃討する       見てスピードをつける。       眠る             のぞく

(2) peep       peer       fool                      sneer 
     覗く          覗きこむ       盲人にする（バカにする）          あざわらう     

(3) choose        opt/option     elect,           select              collect 

   ながめて選ぶ     よく見て選ぶ     並べて選び出す     並べて選んで別にする     並べて集める

[NOTE] 「光」photo(=opt)  難解な語句ほど、意味が狭くなり、的確に類推・特定できる。
photo-chemical smog,    photo-electric cell,    photo-negative,    photo-positive

光化学スモッグ          光電池                  逆光性             向光性

[TIP]    Keep your eye on the ball.        ボールから目を離さないように。
Open your eyes and you’ll operate it well.    目を開けて、ボールをしっかりと捌き、

Don’t close them or you’ll end up losing it.   目を閉じない、でなければ、見失ってしまう。
Don’t get doped and fool yourself.  目を曇らせないように、自分を見失わないように。

[敬具   Sincerely yours,（米）   Yours sincerely, （英）]

“facial expression and verbal expression” lined with faithful conduct  

 誠実な行為で裏打ちされる「表情と言葉」 （≠外面似菩薩 内面如夜叉）


  [EXPRESSIONS 1 ]

 “What’s wrong? Don’t worry. It’s gonna be okay. Sometimes it seems like the only 

 thing you’ve got is trouble. But things’ll get better. They just gotta.”
  どうしたの。心配しないで。時々、困ったことばかり起きるみたいにみえるけど、

  よくなるわよ。きっと、（よく）なるわ。* you’ve got = you have got  * things will   

  * gotta = have got to = ought to = oughta   > o = a  >  OK = All Correct
【Ⅱ】 構文・文法

 メイデイ！  Mày-dáy!  [Venez m’aider! = Come help me!]  無電・遭難救助信号     
英語は日常会話の単語は英語読みだが、読み書きの語句はほとんどがローマ字読み、すなわち、実質上フランス語の「読みと意味」になる。これは、日本語の訓読みと音読みに対応する。                                   ≠  May Day メーデー・労働祭（５月１日）

【訓読みと音読み】  よみかき ＞  読書「ドクショ」

   a           e         i            o             u

   ｴｲ              ｲｰ            ｱｲ               ｵｳ                 ﾕｰ

  ate             eat           ice              boat               use                  

  ｱ               ｴ             ｲ                ｵ                  ｳｰ[ﾕｰ] 

laboratory      federal       physician        solve              solution
[GRAMMAR]    Contract and compact ‘em!     縮めてまとめる。

① build               建てる

② built thing         建てられた物           living thing  生きている物

③ the building        建物                   the living 生き物

[TIP]  建てること（不定詞） → 建てるの（動名詞）  すること → するもの → するの
I like to build.                   建てることが好きです。

I like building buildings.         建物を建てるのが好きです。
[KEY] 動名詞「動詞＋ing ← 動詞＋thing」

本来はどちらも「――するもの」だが、手でさわれる物は「――する物」、動作そのものや、さわれない抽象的なものなどは、「――するもの ⇒ ――するの ⇒ ――すること」と訳す。

 ① clothings 着物      readings 読み物         washings 洗い物

 ② sayings and doings 言うこととすること       teachings教え（ること）

 ③ I don’t like the washing. 洗い物がきらい。 I don’t like washing. 洗うのがきらい。


  [EXPRESSIONS 2] 「畳の上の水練」
  You can’t shadowbox in your room. You wouldn’t last 2 minutes when you step into the   

  ring.     部屋でシャドウボクシングしてもだめだ。リングに出れば２分ももたないよ。

* Swimming practice on the tatami, rice-straw mat. (= theory without practice)

[温故知新] Reverse and contract ‘em!  (“round trip” ? or “one-way trip”?)

古来、祇園神社の御守り「勾玉（マガタマ）」に象徴されるように胎児が母体内では、頭が下に、足が上に位置しているのが、正常であるように、言葉の本来の姿を感じ取るには、現在の語順をさかさまに（倒置）してみるのが一番です。

                       Son of “God”?  or  Son of “Dog” ?

文字   b → d:  birth  → death,    p → q:  peace  → quarrel     単語  god → dog        

語句   more fast → faster        most fast  →  fastest  

       does study → studies      did study  →  studied  

語句   I’ll see everyone who wants to see me.  I’ll see whoever wants to see me.

       私に会いたいあらゆる人に会いますよ。     私に会いたい人には誰でも会いますよ。

単文   Enclosed is the document.[C+V+S] ⇔ The document is enclosed. [S+V+C]
        「文書在中」                       その文書は同封しています。

複文   If it’s OK with you, I’ll go with you.  ⇔  I’ll go with you if it’s OK with you.
cf.(1) See you later if it’s so.            ⇔   If it’s so, see you later. 

       さようなら、あとで会いましょう。         あとで会いましょう、さようなら。

   (2) It’s raining hard. I’ll go, though.   ⇔  Though it’s raining, I’ll go.

       ひどく降っている。けど、行くよ。         ひどく降ってるけれども、行くよ。
[TIT]  然りならば、> さようならば、> さようなら、> そうなら、> そんじゃ、> じゃ
【echo 山びこ  rhyme/rime 押韻（ｵｳｲﾝ）係結び？音便? 】

① 同音重複      Perfect rhyme     完全押韻

｢ｲ｣ He is as kind as she.

｢ﾛ｣ He is the man (that) I respect.

｢ﾊ｣ He is the man that respects you.           [the man that = the man who]

[TIP] 関係代名詞ですら、theが先行詞であれば、thatに変化するのが普通。

      これも、一種の音便で押韻の一種。

② 類似音重複    Imperfect rhyme   不完全押韻   係結び     （audio & visual聴視）

｢ﾆ｣ It is fun to sing songs.                t ---- t

｢ﾎ｣ It is fun that we sing songs.           t ---- t**t

③ 異音類義      意味類似     意味上の係結び   

｢ﾍ｣ He studied so hard that he could pass the test.

｢ﾄ｣ He studied very hard and he could pass the test.

｢ﾁ｣ He is as thoughtful a man as she.

    （彼は）彼女と同じくらい思慮ぶかい人だ。

｢ﾘ｣ He is more thoughtful than she.

    （彼は）彼女よりも思慮深い。

｢ﾇ｣ He is the most thoughtful person in our class.          [ of the three men ]

    （彼は）クラスの中で一番思慮深い人だ。                      三人の中で


[ EXPRESSIONS 3 ]

♪ The sun’ll come out tomorrow.

① Bet your bottom dollar that tomorrow, there’ll be sun.

② Just thnkin’ about tomorrow clears away the cobwebs and the sorrow till there’s none.

③ When I’m stuck with a day that’s gray and lonely, I just stick out my chin and grin  

   and say, “The sun’ll come out tomorrow, so you gotta hang on till tomorow, come 

   what may.   

④ Tomorrow, tomorrow, I love ya, tomorrow. You’re always a day away. ♪

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

① Bet your bottom dollar that --- = I bet you that --- = I’m sure that ---

② 明日があると、思えば蜘蛛の巣も悲しみも、すっかり消えてしまうわ。

   * none = the cobeweb and the sorrow

③ 暗くてさみしくなってしまうと、胸を張って笑って言うのよ。明日はきっと、お日様が

   出てくるわ。だから、明日までがんばるのよ、どんなことがあっても。

* stick out my chin あごを突き出す  * Come what may = No matter what may come,

= No matter what happens

④ 今日一日だけがんばれば、明日はすぐに来るわ。


【GRAMMAR  1】  名詞 / 代名詞 / 動詞 / 副詞 / 形容詞 / 前置詞 / 接続詞 / 間投詞

 「品詞 = part of speech」 ------ Divided on the basis of syntactic function --------

  構文上の機能、位置などによって品詞が決定するのであって、「語」そのものだけでは、

  品詞を決定できない。例えば、次の例を見てください。

  “that” は代詞です。  ほとんど全ての品詞のはたらきをする。注意してください。
1 あれは（それは） 【代名詞・主語】                 

② あれを（それを） 【代名詞・目的語】     

③ あの（その） あんな（そんな） [= such]   【代形容詞】  

④ あのように（そのように）、あんなに（そんなに）[= so]  【代副詞】

⑤ ～というそれ（＝～ということ） 【代接続詞[1]】  I know that ****

   ～でそれで（＝～なので）       【代接続詞[2]】  I worked so hard that I could ***

⑥ ～のあれの（～のそれの）＝～所の     【関係代名詞＝接続代名詞】    cf. 関係副詞、関係形容詞         

＊it と that（それ）の違い            ＊itを「それ」と訳出しないように。

That is good.   I buy that.            「婉曲・やわらげる」語尾「よ」と

それはいい。    それを買います          して認識してほしい。

It is good.     I buy it.                It is nice.  素敵ですよ。

いいですよ。    買いますよ。             Stop it.     やめろよ。やめてよ。

「注」thatをあれと訳すのは、This is good. That is bad. のように、比較する場合のみ。         
① 代名詞   That is good.    それはいいです。

② He studies that.              （彼は）それを勉強します。
   He studies that.  I know that. （彼は）それを勉強します。（私は）それを知っています。⇔ ⑤[1]

③ 代形容詞  あんな、そんな [= such ]

  ｢ｲ｣ I don’t want that money.     そんなお金はいらない。

  ｢ﾛ｣ I don’t want such money.     そのようなお金はいらない。

④ 代副詞   あんなに、そんなに  [= so ]          

  ｢ﾊ｣ I don’t want that much money.     そんなに多くのお金はいらない。

  ｢ﾆ｣ I don’t want so much money.       それほど多くのお金はいらない。
  ｢ﾎ｣ He is working that hard.          あんなによく働いている。
⑤ 代接続詞      

[1]｢ｲ｣ I know that he studies.
           彼が勉強することを知っている。            [ 勉強するというそのこと ]   

   ｢ﾛ｣ I know that he studies that.    

         彼がそれを勉強するということ［それ］を知っています。
[2]｢ﾊ｣ I studied so hard (that) I could pass it. 

         がんばって勉強したので、通った。      それで      ＝ そういうことによって  （thatは口語で省略）      

    ｢ﾆ｣ I studied hard so that I could[might] pass it. (=in order that)                   

         通るために頑張って勉強した。          そのために  ＝ 通るというそのことのために                        
cf. I know that which he studies.         cf.  ⑥｢ﾛ｣ that which = that that

          彼が勉強するところのそれを知っている。    [ 勉強するもの（科目、種類）]  =  先行詞
⑥ 関係代名詞  (1) 音便・音感  that which / that that  →  what          

               (2) 語意・外観   v+v = w   ダブル ユー？ ダブル ヴィ   動詞が２つ。

｢ｲ｣ I know the thing that he studies.  勉強するところのものを知っている。        math, science
｢ﾛ｣ I know that that  he studies.      勉強するところのそれを知っている。
｢ﾊ｣ I know  what he studies.        勉強するものを知っている。（＝何を勉強するか知っている。）
 cf. ｢ﾆ｣  I know what I must do.  しなければならないことを知っている。（何をすべきか知っている。）   

     ｢ﾎ｣  I know what to do.       すべきことを知っている。  cf. something to do / something to eat

【TIP】 主たる動詞を見つければ、主語がハッキリします。全文の意味が自然にわかります。

     All that glitters is not gold. = All is not gold that glitters.   

      「光る物、必ずしも金ならず。」 

     関係代名詞(that)が動詞(glitters)の主語ということがわかれば、関係代名詞の

     指す本来の名詞がallであるということがハッキリする。

⑦ 代名詞      He enjoys studying.  That is important.           ( That ⇔ It )
                     勉強するのを楽しむ。それは重要です。
⑧ 接続詞      That he enjoys studying is important.

                勉強するのを楽しむことは重要です。                    = ～というそのことは
   ｢ｲ｣         That he enjoys studying, that is important.

                  勉強するのを楽しむそのこと、それは重要です。

   ｢ﾛ｣         That he enjoys studying, it is important.

                  勉強するのを楽しむそのこと、（それ）は重要ですよ。

   ｢ﾊ｣         It is important that he enjoys studying.

                勉強するのを楽しむことは重要ですよ。

⑨ 接続詞（真主語節）

   It is necessary that he (should) enjoy studying.        It --- that S V

    勉強するのを楽しむことは必要ですよ。                    
⑩ 不定詞（真主語句）

   It is necessary for him to enjoy studying.              It --- [for him] to V

    彼が勉強するのを楽しむことは必要ですよ。     [彼にとっては ＝ 強調]
【KEY】       Do you trust yourself?
｢ｲ｣ What you must do is that you trust yourself.   = You must trust yourself.

｢ﾛ｣ What you must do is to trust yourself.  しなくてならないことは自分自身を信じることです。

  Màydáy!   Venez m’aider = Come help me!
更に、 次の２文のニュアンスの違いをゆっくりと感じとってみてください。

主たる動詞を見つければ、はっきりと意味が掴めます。

｢ﾊ｣ Who can trust you if you can’t trust yourself?   

     もし自分自身を信じることができなければ、誰があなたを信じられますか？

｢ﾆ｣ Who can you trust if you can’t trust yourself?

     自分自身を信じられなければ、誰を信じることができますか？


 [ EXPRESSIONS 4 ]  赤信号みんなで渡ればこわくない？
  My boss said,”Be sure about this. Your career’s on the line. Everybody else 

  said,’He did it.’” One more witness, no difference. So I said what they wanted. 

   上司が言うのは、「よく考えろ。お前の将来がかかってるんだ。他のみんなも、あいつがやったと

   言ってるんだ。」  もうひとり、証人が増えたって、別に何も変わらないよ。だから、みんなが

   聞きたいことを言っただけだ。
   ＝ We must howl among the wolves. One must howl with the wolves.

        狼の群れの中にいるときは、同じように吠えなければならない。

   ≠ Lean liberty is better than fat slavery. 痩せた自由は肥えた隷属よりずっとましだ。
It’s  

  “thesaurus” ( for a thinking reed 考える葦のための ) ”言葉の宝庫”
                                                                           デス。

     デスカラ、小さい文字の説明部分は、関心のある方のためですので、読み飛ばしていただいて

      結構です。 目にとまったところから、読み進めていってください。

   1. a dictionary of synonyms and antonyms    2. any dictionary, encyclopedia, or other 

   comprehensive reference book.   3. a storehouse, repository,or treasury   

                 類義語・反意語・百科辞書・総合的な・倉庫・貯蔵所・宝庫

        ジーンと来る？    人徳  ⇒   仁   ⇒   gene      genius           

【経緯】という言葉が示しているように経線と緯線によって、地球上の位置を明示するよ

 うに、人間の社会も経線（社会環境）と 緯線（個人の行動）とによって編み出されて来ま

 した。 符を合するように、音声と口腔もまた、同様の関係活動をしています。

（経緯・いきさつ）

   Bible    His story           history        story            Laurel wreath

   聖書     神話・「彼」の物語    歴史        物語（自分史）        月桂冠

   経(縦糸)    経済    経線    経典     経由           globe & lobe      前頭葉

   緯(横糸)    偉人    緯線    違う     葦             earth & brain    左右頭葉

＊「経緯」に 関係する語句や人物    経典・スートラ・したら・だらしない・

                                   キリスト・釈迦・達磨・樋口一葉

《注》 本テキスト中の英語の語句には基本的には訳語を併記していますが、何度も重複

       するものには、対訳日本語は省略するようにしています。


               さかさまになっても意味はほとんど変わりません。

  [TIP]  レモン スカッシュ = lemon crush（米）  = lemon squash（英）
         ヤブ  = shrub藪  =  brushしげみ =  bushやぶ
 （文語）In knowing nothing is the sweetest life.     Ｃ＋Ｖ＋Ｓ
 （口語）The sweetest life is in knowing nothing.     Ｓ＋Ｖ＋Ｃ
       無知の中に最も幸せな人生がある。最も幸せな人生は無知の中にある。（知らぬが仏）

[GRAMMAR 2 ] 語・句・節・文   word/ phrase(=words) / clause / sentence

  先ず動詞（述語）を見つけること！

   三人称単数のｓ や  過去形・現在完了形・不規則動詞が目安。

   ＊ 句は２語以上の語の集まったもの。   ＊ 節は 主語と述語を持つもの。

   ＊ 文は 節が完結したもの。

   語   boys                                                                      

        少年達                                                                                   
  句   boys believing Mary                                          現在分詞句                

        メアリーを信じる少年達                                                                 

  句   boys who believe Mary                                   関係代名詞節/能動態               
        メアリーを信じるところの少年達                                                                      
  句   Mary believed by boys                                        過去分詞句                 

        少年達によって信じられるメアリー                                                         

  句   Mary who is believed by boys                             関係代名詞節/受動態        

        少年達によって信じられるところのメアリー                                                     
  節   When boys believe Mary,                                          従属節            

        少年達がメアリーを信じる時、                                                                  
  文   Boys believe Mary.                               単文(simple sentence)      

        少年達はメアリーを信じる。                                                                       
文   Mary is happy when boys believe her.             複文(complex sentence)          

      少年達が信じると、メアリーはうれしい。                                                       

（≒ When boys believe Mary, she is happy.）                            複文        

      少年達が信じる時、メアリーはうれしい。                                               
  [ EXPRESSIONS 5 ]

  What you did; it’s not the smart thing. But It’s the right thing. I’m proud of 

  you. おまえのしたことは、利口な奴のすることじゃないよ。でもたいせつなことだよ。誇りに思うよ。     

   * the smart thing  自分の利益になること。

   * the right thing  自分のためにはならないが、正しいこと。 割を食う覚悟。

[NOTE] 前置詞の付いている部分は、S,V,O,Cなどの文の要素として認めない。

        したがって、to a bookstoreの部分は文の要素とは認識されていない。

S + V                   He walked to a bookstore.  本屋に（歩いて）行った。

S + V  + C              He got happy.              うれしくなった。

S + V  + O              He got a book.             本を１冊買った。。

S + V  + O  + O         He got her the book.       その本を（彼女に）あげた。

S + V  + O  + C         He got her happy.         （彼女を）幸せにしてあげた。

[GRAMMAR 3 ] 主語・目的語・補語  súbject / óbject / cómplement

「１」主語の省略に注意。 

(1) Don’t buy that stuff! = You don’t buy that stuff. = Don’t you buy that stuff!

    あんなものを買うな。

(2) Thank you.            > I thank you for helping me.

    ありがとう。（感謝します）

(3) See you again.        > I will see you again.

    さよなら。（またお目にかかります。）

(4) Seems he’s tired.      >  It seems that he’s tired.

    疲れてるようだ。

(5) Don’t stay there longer than necessary.   必要以上に長居するな。

  > Don’t stay there longer than it is necessary.

(6) Come as soon as possible.        できるだけ早く来なさい。

> Come as soon as it is possible.

(7) (I am) Glad to meet you.    あなたにお会いできてうれしいです。

(8) (It is) Nice to meet you.   あなたにお会いすることはステキなことです。
「２」目的語

① 普通の目的語

(1) He bought the book. 本来の目的語（受動態にできる。）○ The book was bought by him.

(2) He walked the dog.               ○ The dog was walked by him. 

    犬を散歩させた。
「注意」次の文は副詞のようにはたらく（見かけは目的語）（受動態にできない。）

(3) He walked ten miles.             × Ten miles were walked by him.

(4) We talked away hours and hours.

(5) They arrived last night.   

② 同属目的（動詞と目的語が同様の意味を持つ。）        > cógnate object

(6) He always smiles a happy smile.   うれしそうに微笑む。

(7) He died a víolent death.           悲惨な死を遂げた。

(8) He dreamed a hórrible dream.      こわい夢を見た。

(9) He lived an hónest life.           正直に生きた。

③ 二重目的語（直接目的語と間接目的語 --- 語順が逆になる。）

「注意」 前置詞（to, for, at など）の付く部分は目的語、主語にはなれない。

(10) I told a story to him.     S  V  O       彼に話をした。

(11) I told him a story.        S  V  O  O    話を（彼に）した。

(12) I bought a cake for her.   S  V  O       彼女にケーキを買った。

(13) I bought her a cake.       S  V  O  O    ケーキを（彼女に）買った。

「注意」 目的語を強調するときは、S V O のOの前にwithを付ける。

(14) I gave him the car.      ＝    I gave him with the car.

(15) I presénted him the car. ＝    I presented him with the car.

「変形」 間接目的語を持たない動詞の目的語を移動させて、強調する。

         要は前置詞の付いた語句は強調されている、ということです。

(16) My father impréssed the idea on us.    My father impressed us with the idea.
     私達にその考えを植えつけた。            その考えを（私達に）植えつけた。

(17) They planted trees in the garden.     They planted the garden with trees.
     庭に木を植えた。                         木を（庭に）植えた。

(18) The school supplíes food for the children.    その学校は子どもたちに食事を給する。
     The school supplies the children with food.   その学校は食事を子供達に給する。
(19) They províded food and clothes for the children.  彼等は子ども達に衣食を与えた。

     They provided the children with food and clothes. 彼等は移植を子どもたちに与えた。

 [ EXPRESSIONS 6 ]

 You can trust me. I’m saying this from experience.

  信じろよ。経験から言ってるんだ。


「３」 補語 sentence-completing word
[WORDS]   cómplement?   cómpliment?                   > súpplement(補給) > supply
① cómplement  補完するもの・補語       >  compléte  > comply
(1) Sincérity is a complement to love.                           >  or “money”?

誠実さがあってこそ、愛は完全なものになる。（誠実が愛を補完するものだ。）

(2) “Happy” is the complement of the sentence,”He got happy.”
   「happy」は「He got happy」という文の補語である。

(3) He finally compléted the púzzle.     やっとパズルを完成した。

(4) He is a compléte stranger.    赤の他人だ。

② cómpliment  賞賛、世辞                    > comply（同意する、従う）

(1) Your présence is a great compliment.    御臨席は光栄の至りです。

(2) They paid me a high compliment.         大いに賞賛してくれた。

(3) They complíed what I said.               私の言ったことに同意してくれた。

(4) a cómplimentary copy 贈呈本             a cómplimentary ticket 優待券  

    cómplimentary dinner 機内サービス食     complimentary address  賛辞・祝辞


[ EXPRESSIONS 7 ]   Beauty and the Beast   祇園神社  蘇民将来  スサノオ
Old woman : Please, take this rose in exchange for shelter from the bitter cold.

Prince    : I don’t need a rose! You go away! You old wreched hag!

A Goddess : You have been deceived by your own cold heart. A curse upon your 

            house and all within it. Until you have found one to love you as you 

            are, you shall remain forever a beast.

   老婆       ：このバラで、一夜の宿をお貸し下さい。

   王子       ：バラなんかいるものか。行ってしまえ。この老いぼれババアめ。

   女神（老婆）：あなたの冷たい心があなたを滅ぼすのです。そのために、あなた自身と一族の

                すべてに呪いがかかるのです。あなたが自分をとりもどして、そのあなたを愛  

                してくれる人を見つけるまで、ずっと野獣の姿のままでいなさい。

    * in exchange for  のかわりに、交換に                * it = house 

    * wretched old hag みすぼらしい老婆   

    * you shall  > you are supposed to  > you should  >  you must  

cf. The king said,”I was hungry and you fed me, thirsty and you gave me a drink; I was a

    stranger and you received me in your homes, naked and you clothed me, in prison and you 

    visited me.” [MATTHEW 25]  The greatest one among you must be your servant. [MATTHEW 23]
【語彙 VOCABULARY / THESAURUS  1 】   synergétic effect  相乗効果

  < 音声と口腔の位置との相互関係を理解すれば、語彙の量も運用能力も飛躍する。>

      “I am thinking.” ???     OR    “I am sinking” ???

  th [Θ]  truth between the teeth  “Thank you!” 「心を包む」 
         = langue/tongue between the teeth 上下の歯と舌で優しく発音   

① Θ th 仙・真・神・心・思・謝  theta=th（ギリシャ語アルファベットの第８字）      

(ｲ) theme    think                    thank               truth         ruth             

     命題      沈思（考える；カミがえる）   感謝する（カムしゃ）    神意・真実       真心              

(ﾛ) path             sympathy     worth     theory     myth        pith               

     神の道・心の道      同情           価値        理論         神話         真髄・神髄                      

② s   俗・仮・卑・低・止・停  s + language ⇒ slang (abusive language)

(ﾊ) seem       sink                      sank              truce         loose                                         

    見せかけ      沈む                          沈んだ               休止・休戦      だらしない                                        

(ﾆ) pass       worse       sorry         miss                  piss                    

    小道         さらに悪い     悔やむ          しくじる・仕損じる       小便                       

(ﾎ) slang      slow        sly           stop       stay       stale                  

    俗語         のろい        こっそり         停める      滞在する     すえる（くさる）             

                <  cf. on the sly = slyly  こっそりと、陰険に、ずるく >
(ﾍ) stand      stock              stink             stain      stainless               

    立つ         ストック・保管する    くさい匂いがする     しみ         シミの無い                  

(ﾄ) stall      install    smear       swear      smart         spear   spell            

    留める       装填する    塗りたくる     罵る         ずるがしこい     槍       呪文をかける     
   Lookers-on see most of the game. = Standers-by see more than players.  傍目八目

【 GRAMMAR 4 】  加算/不可算名詞  Countable  /   Uncountable 

（１）Countable = thing word ＝ 物を示す語

「一般用法」 a, an, many, several, the + **** 

① There is a book on the desk.

② We met three boys and two girls.

「特殊用法」単数形で加算・複数を表わす。「ニュアンスの違いに注意」

③ We eat with a knife and fork.                 ≠ a knife and a fork

    ナイフとフォークを使って食事する。             ナイフ一本とフォーク一本

④ They are brother and sister, not husband and wife. ≠ a brother and a sister

    兄弟であって、夫婦ではない。                            兄と妹

⑤ This is a matter to be discussed between parent and child. ≠ a parent and a child

    親子で話し合う問題だ。                                      親と子ども

⑥ The butterfly flitted from flower to flower.  ≠ from this flower to that flower

    蝶は花から花へと舞い移った。                     この花からあの花

（２）Uncountable  = mass word ＝ 量を示す語

基本的に、次のような「手でつかめない感じのもの」を指す。

物質   milk,   ink,   money,  time                   

総称的 furniture,   fruit,   baseball,  

抽象   patience,  kindness,  attention,  knowledge  

「一般用法」複数形の語尾に「s」が付かず、次のようになる。

① much water            a little water         little water   

② play baseball                          ≠ a bat   two bases      many balls

「単数や複数」にするときは

③ a glass of water         three glasses of water

「特殊用法」冠詞や語尾に注意してください。

④ have a time ある時間を過ごす      have a good time 楽しい時間を過ごす。

⑤ many times  何回も（回数）      /   

   Do you have the time?  何時ですか？  (What time do you have? )

⑥ This is an excellent coffee. 特別上等のコーヒー

⑦ Kindness is a virtue.  一つの美徳
⑧ cross the waters 海を渡る

⑨ drink the waters 鉱泉を飲む         /  take the waters 湯治する


   Why don’t you stop drinking? Anybody can be a drunk. 酔っ払いは誰でもなれるわ。
【語彙 VOCABULARY  &  THESAURUS 2 】

                    loyal “l” can be royal “r”
      ｒ と ｌ を横に倒したら ?     口の中での舌の位置が見えてくる。
         ｒ 舌が短くなって上に向かっている。(crammed, contracted, risen, shortened)
         l  だらしなく横にダラーとのびている。(long, loose, lying, clam-like )

     短・回・転・起・立・直・正・曲・輪・充実・緊張       

(ﾁ) crown      regal            royal          correct        right       strong                          

     王冠         王の                王族             正しい           まっすぐな     強い                        


(ﾘ) breed      wrong              rude     rough     row            rice              

     育て上げる     間違った・曲がった      無礼な      荒荒しい     漕ぐ・支配する      米・祝いの品     

(ﾇ) bright     ring       short   shrimp      shrink      sprinter     grow          

     聡明な       輪・鳴る     短い     海老          縮む         スプリンター    育てる          

(ﾙ) pray       raise      rise         roar      ripe     rot     rid                                  

     祈る        上げる       上がる・昇る    吠える      実る      腐る     除く                                       


       低・横・伸・長・平行・並べる・怠・慢・弱・衰
(ｦ) clown        legal            loyal         collect         light     flea            

     道化・笑い者   法律の・合法の     忠実な・家臣     並べる・集める     軽い       ノミ（蚤）            

(ﾜ) bleed        long         lose        laugh       low         lice(>louse)                        

     出血する       長い           失う          笑う          低い          シラミ（虱）                          

(ｶﾞ)blight                    linger       slump      splint   glow                       

     阻喪させる・台無しにする      ぐずぐずする   がた落ち     添え木    火照る（ほてる）・グロー球        

(ﾖ) play        lay           lie          parallel     ally      comply                                  

     遊ぶ          横にする        横になる       平行に並べる    連合        従う                                

   place        display       apply        imply        supply     deploy         

    配置する       按排する        塗付する       含む            供給する    配備する         
[NOTES]   Boys play.    A boy plays.               「s」 ?

   「ズ」音 の制御      S + V           ①  S + Vs       ②  Ss + V

      主語か動詞のどちらかに  s が付く！      主語と動詞の関係を明確化！

   三人称単数現在形は、論文・記事・契約書・法律などの文章を正確に

   作成・読解するためには非常に便利で有用な形です。

     (ｲ) He is nice.

     (ﾛ) He plays tennis.

     (ﾊ) A boy plays tennis.

     (ﾆ) Boys play tennis.

   以上の基本がわかれば、people, staff, police, crew, theyなどｓのつかない複数名詞

   にも抵抗無く、臨機応変できるようになります。

     (ﾎ) They play tennis.

  * Practice Makes Perfect * ----- Identify the errors and correct the sentences.

   《 主たる文のSとV、従たる文のｓとｖを見極めるようにしてください。 》

【練習問題】下線部を正しく直してみて下さい。（正答は下に明記しています。）

 (ﾍ) The books she want is these.              (彼女が)欲しい本はこれらです。              

 (ﾄ) The book the boys wants are 10 dollars.   その少年達が欲しい本は１０ドルです。       
 (ﾁ) The fruit the girls eats taste too sour.                                          

       その少女達が食べる果物は酸っぱすぎます。                                         

 (ﾘ) The hamburgers that she get me is always good.                                       

        (彼女が)私にくれるハンバーガーはいつもおいしい。                                             
 (ﾇ) What she want are a nice car.              (彼女が)欲しいものは素敵な車です。                

 (ﾙ) I don’t get what they is saying.          (私には)彼等が言っていることがわかりません。     
[ANSWERS]

 (ﾍ) The books she wants are these.            (ﾄ) The book the boys want is 10 dollars.

 (ﾁ) The fruit the girls eat tastes too sour. 

 (ﾘ) The hamburgers that she gets me are always good.

 (ﾇ) What she wants is a nice car.             (ﾙ) I don’t get what they are saying.


  “Henry?”   --- “Yes, what is it?”            「ヘンリー」‐‐‐「何だい。」

  “Are you there?” --- “Yes, I’m right here.”   「いるの？」‐‐‐「いるよ。」

 次の文の主語は？    述語は？         ⇒  動詞の活用形が判断のカギです。        

(ｦ) There is a book on the desk.      ≒  A book is on the desk.                          

     机の上に本が１冊ありますよ。     ≒   １冊の本が机の上にあります。            

(ﾜ) There are many boys in the park.  ≒  Many boys are in the park.                            

     公園には少年がたくさんいますよ。 ≒   たくさんの少年が公園にいます。                

(ｶ) There was a bird in the mirror.   ≒  A bird was in the mirror.               

     鏡に鳥が１羽映っていましたよ。   ≒   １羽の鳥が鏡に映っていました。                    

  cf. A ≒ B,  [ A is approximately equal to B ]         cf. in the pool:  in the snow: in the rain





【語彙VOCABULARY  & THESAURUS 3 】

                                                           

fire     fart     find       flow      follow     fate      before     feather            

解雇する  屁       見つける     流れる       従う       運           以前         羽根               

fly        fight         fall        fail        female     leaf    flower     flee      free                                                                     

飛行する  飛びかかる   落ちる     しくじる   女性        葉      花        逃げる    離れる          

[NOTE]  m b p f v は類似の音感と意味を持つ音の群。前後の文字によって、互換性がある。

hire      heart      hide     hole      hollow        hate     behind    heavy                

雇用する   心（心臓）    隠す       穴         うつろ（空洞）   憎む       後ろ         重い                                                  

[NOTE]  f g k も類似の音感と意味を持つ。

g 地・重   ground     gravity     grave      great           grain      grow   

                            重力          墓           偉大な・重大な     穀物        充実する           
            grieve      grudge                                                      

               嘆く         恨みを抱く                                                       


 [EXPRESSIONS 9]   It’s up to you. No excuses. It’s no use.

 A : Why is he doing this, pushing them on with false hope?   、
 B : It’s hope that’s gotten us this far.   

 A : But why doesn’t he let them accept their fate?  I’ve accepted mine.

 B : And what is your fate?         A : To die here. It’s the way things are.    
 B : Only if you give up, Bruton.   It’s your choice, not your fate.    

   A: なぜ、あいつはこんなことするんだ。うそっぱちの希望を押しつけて。  B: ここまで来れたのは、希望が

   あったからよ。      A:  しかし、なぜ運命に従おうとしないんだ？ オレは自分の運命を受け入れているのに。

   B: あなたの運命って何なの？               A: ここで死ぬことさ。 そういうことになってるんだ。 

  B: ブルトン、あなたはあきらめてるだけなのよ。 自分で決めてるだけよ。運命なんかじゃないわ。
【GRAMMAR 5 】  数 Number   &   数詞 Numeral

「一般用法」 複数:   語尾にsやesをつけて、複数を示す。 

   books      horses      watches      cities

[KEY] 準規則的、不規則的な複数形       「音感」が決定の要素。
      hándkerchief = hándkerchiefs  や   apparátus = apparátusesなどのように、

     ネイティブも区別が付かないものが多いので、気にしすぎることはない。

① knife / knives       leaf > leaves    thief > thieves   

       「例外」（動詞などと混乱するのを避けるために） beliefs    chiefs    roofs

② man > men    woman > women     child > children    ox > oxen   

③ foot > feet    goose > geese      tooth  > teeth

④ 単複同形    deer    sheep      salmon     trout     fish     aircraft

⑤ 本来複数形  means   headquarters      Chinese    Japanese    Swiss                      

⑥ 複合名詞    sons-in-law (= son-in-laws)    lookers-on(=onlookers)   passers-by

⑦ 複数形でも単数扱い (学問名)    económics      mathemátics     pólitics

    Physics is difficult.

⑧ three Marys = メアリーが３人                  two i’s  =  iが２つ     

   do’s and don’ts of traveling abroad  外国旅行の「べし、べからず集」 

   There are too many if’s in your thésis. 君の作文にはifが多すぎる。
[TIP] 数の一致     My friend comes.       My friends come.

 主語が単数であれば、動詞にsがつき、主語が複数になれば、動詞からsが消える。

(1) 「特殊用法」 A and B                              

① He and I are the same age.      彼と私は同年だ。  (He + I = We)

②-1) Drinking and smoking do much harm to weak people.    (= It + It = They)

        飲酒と喫煙は体の弱い人には害となる。

②-2) Milk and butter are good to our health.   ( It + It  = They)

        ミルクやバターは健康によい。            ( それら ) 

③-1) Bread and butter is my usual breakfast.    ( Bread and butter = It   )

       「バター付きパン」がいつもの朝食だ。      ( 2つでセットになっている )  

③-2) Truth and honesty wins in the long run.   （            〃            ）

       「真実と正直」が結局、勝つものだ。       


④-1) The scholar and poet loves nature.        The ( A and B ) = He / She

        学者で詩人であるその人は自然を愛する。      （同一人）

④-2) The scholar and the poet love nature.      the scholar + the poet = they

        学者と詩人は自然を愛する。                   (複数人)

⑤-1) Six months is not enough.       (= A period six months is not enough. )

        6ヶ月の期間は十分ではない。  

⑤-2) Six months are not enough.      ６ヶ月は十分ではない。  （具体的な６ヶ月）

⑤-3) Six months have passed since then.

       それ以来、６ヶ月が経った。（具体的な６ヶ月）

⑥ The United States has concluded an agreement with the Netherlands.

     合衆国はオランダとある協定を結んだ。 ( 国 ＝ it/ she/ he )

  = The Netherlands has concluded an agreement with the United States.

⑦ Every worker and every machine counts.  ( A counts and B counts. = A nd B counts.)

     一人の職人、一つの器械も大切だ。     ( 個別性を強調  )

(2)  or / norの場合は 述語動詞は後方の主語に一致する。
⑧-1) You or he is wrong.

        君か彼が間違っている。

⑧-2) Neither he nor his parents were to blame.

        彼も彼の両親もどちらも非難されるべきだった。

⑧-3) Either the boys or the girl is coming here.

        その少年達かその少女のいづれかが来ます。

⑧-4) One or two explanations were needed.      一二の説明が必要だった。

⑧-5) Many a man is coming over here.           多くの人達がやって来ます。

⑧-6) More than one experiment has been made.   一度ならず実験が行われた。

⑨-1) This class is large.                              The family is large.

       このクラスは大勢だ。（ = 多人数のクラス）            大家族だ。

⑨-2) This class are diligent.   = The members of this class are diligent.

       このクラスはまじめだ。（＝クラスの生徒達、構成員達）

⑨-3) The family are old.    あの家族（の人達）は老人達だ。


【NOTE】 今日の用法と昔の用法が逆になっていることに注意。

⑩-1) All the boys are happy.   みんなは幸せだ。（人間）      All are happy.   

⑩-2) All the things are still. 全ての物が静寂だ。（事物）    All is still.   

⑩-3) None are completely happy.   完全に幸福な人はいない。    （ 古 = No one is ）

⑩-4) No books are so interesting.  これほどおもしろい本はない。 ( 古 = No book is )

【その他】

⑪ It is I who went there.  そこに行ったのは私です。(Iを強調） ＝ I went there.  

⑫ The rich are not always happy.  (The rich = Rich people )

    金持ちがいつも幸福だとは限らない。

⑬-1) The number of the graduates this year is 90 in all.( The number of --- is )

       卒業生の数が全部で９０名です。

⑬-2) A number of graduates were against the war.    (= A lot of --- )

       多くの卒業生がその戦争に反対だった。

【序数と基数の混同に注意】

⑭-1) The eighth page is badly printed.

       ８ページ（目）が印刷が悪い。

⑭-2) Eight pages are badly printed. 

       ８ページ印刷が悪い。


[ EXPRESSIONS 10 ] soul魂   heart気立て  mind考え・脳力   headsあたま  brain脳

   What does it profit a man to gain the whole world and lose his soul?

   If I do, I’d be better off dead. (= If I believed your way, I’d want to be dead.)
     * もし全世界を手に入れても、魂を失ってしまったら、何のためになるのだろうか。

       もし、そうなら、死んだほうがましだ。（＝もし、私があなたのような考えを信じるとしたら、

       死んだほうがましだ。）
  * The Temptation of Jesus      [ MATTHEW 4 ]

  Then the devil took Jesus to a very high mountain and showed him all the kingdoms of the world   

  in all their greatness. ” All this I will give you,”the devil said, ”if you kneel down and  

  worship me.  次に悪魔は、イエスを非常に高い山上に連れて行き、この世の全ての王国とその栄華と  

を見せて言った、「もし、わたしにひれ伏して拝むなら、これらの全ては貴方のものになるのです。」
[TIP]  sleep ?  sheep ?  hituji?     You’re totally mistaken! (, getting nowhere.)
 日本語音で羊（ひつじ）を数えていては、英語はとっても話せない。← 自己催眠の効果

 ①【 音の消失（同じテンポ） sleep = sheep ＝シープ ≠ hitsuji ヒツジ > reduction 】                   

   Maybe you can go to sleep counting sheep but you can’t go to sleep counting ‘hituji’!

   = シープを数えながらスリープはできるかもしれないが、ひつじを数えながら眠ることはできない。

  ,Which means that words make your world.  Words rule you so much.

   すなわち、そのことは言葉が世界を創造し、言葉があなたを支配することを意味する。

   ＊＊ same tempo  /  rhythm  /  rhyme   /  melody  ⇒  nice harmony ＊＊

   すなわち、 スリープとシープの 音の類似とテンポが 催眠作用を促す結果になる。

②【注意】イントネーションに留意して、省略すべきは省略して、余裕をもって発音する。

    発音記号をいちいち読んでいてはテンポが遅れる。   としょかん ≠ と・しょ・かん    

      euphony 音便・語中音消失・切分音   *** reduction   syncopation  >  ev’ry    【例】

(ｲ)  library      vocabulary      February    three      Wednesday       Friday                                                

(ﾛ)  lib’ary       vocab’ary       Feb’ary      th’ee       We’nsday        F’iday           

   「日本語と同じように、なめらかに自然に」   get it nice and soft

１語１語をせっかちに読むのではなく、省略すべき音は省略して、ゆっくりと余裕を持って、

リズムを合わせて読む。常に自分の日本語の話し方に留意し、比較する。

(ﾊ)  I am going to see him.             I want to buy it.                                   

(ﾆ)  I’m gonna see ’im.                  I wanna buy it.                                   


 [EXPRRSSIONS 11 ]     “catch up = ketchup”   ケチャップ？
 A: Vincent, do you wanna hear my joke?          ﾋﾞﾝｾﾝﾄ、笑い話、聞きたくない？

 B: Sure.                                     ぜひ、聞きたいね。
 A: You won’t laugh ’cause it’s not funny. But if you still wanna hear it, I’ll tell it.

                             おもしろくないから、笑わないわ、きっと。それでも聞きたければ、話したげるわ。

 B: I can’t wait.                               はやく、言ってくれよ。
 A: OK. Three tomatoes are walking down the street, poppa tomato, momma tomato and baby   

    tomato. Baby tomato starts lagging behind and poppa tomato gets really angry, goes 

    back and squeezes ’im. Says,” Catch up!”     トマトが３つ、通りを歩いてたのよ。パパとママ、

       赤ちゃん。赤ちゃんトマトが遅れ始めたので、パパトマトが怒って、強く抱きしめて、言うのよ。「遅れるな！」

 B: “Ketchup.”  See you around.                「ケチャップ」か、なるほど。ありがとよ。
[GRAMMAR 6 ] 格（主格・所有格・目的格）case(nominative, posessive, objective)
簡単に言えば、「He  his  him/ I  my  me」などのように、「～は、～の、～を」という日本語に対応する形をそれぞれ、主格、所有格、目的格と呼んでいる。

往々にして、音便などの発音上の影響を受けて、各格は相互に代替する。

[NOTE]  口語と文語（ここでは、現在では古臭くなった言い方も含める）の違いに注意。

(1) Whoの場合： 主格を目的格の代わりに使用。発音上、語尾(m)が往々に無視されるため。

① Who do you want to see?       (文) Whom do you want to see?

     誰に会いたいですか。

② Who did he talk to?           (文) Whom did he talk to? = To whom did he talk?

     誰に話しかけましたか。

(2)目的格を形容詞のように用いる。これも、前項のように前置詞が発音上無視されたため  

    に起こる。

③ They are the same shape.      (文) They are (of) the same shape.

     同じ形だ。

④ We are the same age.          (文) We are (of) the same age.

     同じ年齢です。

⑤ It is no use trying to persuade him.(文) It is (of) no use trying to persuade him.

     彼を説得しようとしても無駄です。

⑥ We painted the gate a bright blue.  (文) We painted the gate of a bright blue.

     門を青色に塗った。

(3)目的格を副詞のように用いる。これも前項のように前置詞の省略が原因である。

⑦ We stayed there two weeks.              （文）We stayed there (for) two weeks.

⑧ Don’t act the way those light-headed youngsters do.   

   （文）Don’t act (like) the way those light-headed youngsters do.

    思慮の無い若者たちのように振舞ってはいけません。

⑨ He arrived this morning.                （文）He arrived in this morning.

   彼は、今朝、つきました。  

(4) 独立所有格 ＝トムの （←トムのもの ← トムの本）

⑩ Tom’s ← Tom’s one ←  Tom’s book         cf.  mine ← my one ← my book

(5) 目的格を所有格の代わりに使う。（聞き手に親切な言い方）
⑪ Do you mind me smoking?             （文）Do you mind my smoking?

⑫ I am sure of him coming.            （文）I am sure of his coming.
[TIP]  “Eve was created from the rib of the sleeping Adam.”
     英語の人称などは、He「神」が自分に似せて作ったhe「アダム」を骨子にして、発展してゆく。 アダムの肋骨からshe「イヴ」を作る。 すなわち、「He神 → he神の子（男）」 をもとにして、語彙を増やして来た。      この過程は、日本語のカミの成立と似ている。

示（神＝示す偏）で、 神は「カミに似た申（＝猿）」で、それの中間が人間＝ヒトである。

敬語のなさる、行きなさるの「さる」は？？？？？？                                    

       第一人称              第二人称                  第三人称

      first person        second person          third person

        自身                 君(尊敬)                   彼（ひ）

        I                    u  use   you                he

        idea                 Utopia                     she

        identity             eulogy（賛辞）             they

                             Europe                     the

                             euphony（快音）            thing
        主格・所有格・目的格なども同様である。 

        he      s+ he          t+ he +y         t+ he     t+ he +n   

       he         she             they            the        then

(1) who          he        she      they       we      you       I        ＋は     誰は（主格）

(2) whose        his       her      their      our     your      my       ＋の     誰の（所有格）
(3) whom         him       her      them       us      you       me       ＋を     誰を（目的格）
(4)  he        the          this        that        then          there    そ＋    かれ

(5)  who      which                     what        when          where    ど＋    だれ
【参考】ｲ  Bible = papyrus = paper     かみ  神  紙   上   おがむ   おかむ   御幣 

   ﾛ  Hi   はい；参拝 =good                  Hey  へい（丙）= bad     

        ﾊ  Amen    Omen       hail        hell      hello    

        ﾆ  卍 swastika ( = peace = defence/defense )   逆卍(counter swastika)( = war = offence/offense)

【 語彙 VOCABULARY & THESAURUS 4 】 th & s   /   tr & st


th   truth     worth    myth    pith    ruth      thought     think       theme                           

      真実       価値       神話      神髄     真心        思慮           思考する     主題                         


s    loose    worse    miss      piss       rust         slang      sink                            

     だらしない  最悪      しくじる    小便する    錆（さび）     俗語         沈む                                


tr   trans    transport     transmit      transfer    travel     trip     trek         

       移       移送する        伝送する        移動する      旅行する    旅する   テクテク歩く                      

     transfuse   transplant    transfigure    temporal         trail      trace                        

        輸血する        移植する          変貌する        一次的な（流動的な）    引きずる    追跡する 

st   sit        start       stand        stop       stay       stain       stall    

     坐る       始動する      立っている      止まる      留まる       染み         留まる  

    stare          rest      study              stained glass               install                     

     じっと見つめる  休息する   研究する（注視する）   ステンドグラス（色付きガラス）   装置する                                         
【Grammar  7 】 動詞変化 と 時制                conjugation & tense

            future,  present,  past,  progressive,  perfect

-ar    < Grammar may be a liar.    文法に騙されないように。 >      -ar

 Don’t become idiots by idioms’ deception. Think with the wise, talk with the vulture.   

   < 動、蛮   war,  army,  artery,  bar,   barbarian,    bastard,   burglar,  liar >      
[TIP] synesis（意味構文）    Neither of them are right.   > is
        ―――「英英辞書」の読み方―――
synesis   n. Gram.  a construction in which

an expected grammatical agreement in form is 

replaced by an agreement in meaning, as in 

the committee are, where a plural verb is used

with a singular noun. < 形の一致が意味の一致に取って

代わられる構文、たとえば、the committee areにおいて、主語が

単数名詞であるのに、動詞には複数形を使用している。>
time flow     ’ll ⇒ s ⇒ d ⇒ t ⇒ n  (cash flow 現金資金  Time is money?)
Yesterday is                             r

the mirror                    l s d t n 

of tomorrow,            f                        h

so cherish today 
and work in earnest

  時の流れ        未来 ⇒ 現在     ⇒ 過去    ⇒ 完了（受け身・過去完了）形

          l < s < d < t < n     過去分詞の基本は n           

          ｳ   ｽ   ﾄﾞ  ﾄ   ﾇ                              

         未来 現在   過去/過去分詞                                                                

    ｳ    ---‘ll    ‘ll play      ‘ll study

    ｽ(ｽﾞ)---s      plays        studies 

    ﾄﾞ   ---d      played       studied                                       

    ﾄ    ---t      kept         left            met    

    ﾇ    ---n      been         broken          written       driven    ridden   

                                割られて          書かれて        運転されて   乗られて
                 未来                現在             過去      現在完了・受身

① 規則動詞      ‘ll              →   s           →   d         →  d
                He’ll play       He plays        He played    He has/is played

   cf. studies  studied  studied /  walks  walked  walked  /  watches  watched   watched  

② 不規則動詞    ‘ll              →   s           →   d          →  d              

                He’ll make       He makes           He made   He has/is made          

    cf. lays laid laid  /   leads led  led  /    reads  read  read  /   holds  held  held          

③ 不規則動詞    ‘ll               →  s           →   t           →  t 

                He’ll keep       He keeps          He kept     He has/is kept     

    cf. leaves  left left   /   sleeps  slept  slept  /  feels  felt  felt / meets met met       

        catches   caught  caught (= teach,   bring,   buy )   /    spends  spent  spent     

④ 不規則動詞    ‘ll               →  s           →   k           →  n               

                He’ll break     He breaks          He broke     He has/is broken  

    cf.  wakes  woke woken (wake,  speak)  /    wears  wore  worn (wear,   swear,   tear )                  

         takes  took taken (take,  shake )                                                         

    cf.  is    was  been (be)  /     does  did   done (do)   /      sees  saw  seen (see)                

         gives   gave  given (give)   /    flies   flew  flown (fly)                                    

         draws  drew   drawn (draw)                                                               

         drives  drove  driven (drive,  rise )    /     writes wrote  written ( write,  ride )          

         falls   fell   fallen (fall)    /    lies  lay   lain  (lie)                                 

                         あたたかく やさしき声にて 子は育つ
 [name of the game]         Live to eat? or Eat to live?

 Jesus said, “ Man can not live on bread alone, but needs every word that God speaks.”     

 人はパンのみにて生くるにはあらず、神の言葉によって生きるものである。[ MATTHEW 4 ]
              Don’t get illusioned, and snap out of the delusion.

                ① L.S.D = l.s.d = pounds, shillings, pence 

                     As a matter of L.S.D ＝お金の問題。

                ② LSD = lysergic acid diethylamide   幻覚剤

                    ｴﾙｴｽﾃﾞｨ‐＝ ﾘｾﾞﾙｸﾞ酸 ﾃﾞｨｴﾁﾙ ｱｼｯﾄﾞ

【時制の一致】  英文と日本文の時制表現の相違（ずれ）に注意

(1) 主節が現在時制(または現在完了)の時、従属節はあらゆる時制が可能。

① I believe that he is innocent.                彼が無実だと信じている。

2 I have learned that she is thoughtful.

     彼女は思慮深いということがわかった。

③ I believe that his innocence will be proved.  証明されるだろうと信じている。

④ This is the book which I bought yesterday.   昨日買った本です。

⑤ I believe that he has not done it.           彼がしていないと信じている。

⑥ I believe he had already left the spot when it happened.

     それが起こった時、彼がすでにその場を離れていたと思っている。

(2) 主節が過去時制の時、従属節の動詞は全て過去形、過去完了形になる。

⑦ I believed that he was innocent.

     彼が無実だと信じていた。

⑧ I believed that his innocence would be proved.

     彼の無実が証明されるだろうと信じていた。

[NOTE] 例外
⑨ 恒常的事実（＝現在形）         He told us that the earth goes around the sun.

                                   地球は太陽の周りを回っていると(彼は)言った。

⑩ 歴史上、既成の事実（＝過去形） He said that Milton was born in 1608.

                                   ミルトンは1608年に生まれたと(彼は)言った。

⑪ 強調・仮定法（原形）           He insisted that she (should) go.

                                   彼女は行くべきだと(彼は)主張した。


【語彙 Vocabulary & Thesaurus 5】 「カメレオン語」の音便・変形に注意

    紙に裏と表があるように、語句には必ず表裏の意味が備わっている。 毒草の近くには必ず、薬草があるのが自然の法則であるように、日本語においても、「毒と徳」、「くすとくず」、

「福と不幸」などのように、同音または類似音で、正反対の意味を示すことが多い。     

    英語の場合も「in」には「不」と「付」の意味がある。また、「sup」には「下」と「上」の意味がある。注意すべき語は数例だけですので、 注意してマスターしてください。
                                       a concávo-convéx lens    凹凸レンズ

                               < 昼と夜             弁証法          善と悪            相対性 >       

                                      < day and night      dialectic      good and evil     rélativism >

①  Chameleónic Words    < transformation / metamorphosis >           Get prefixes well fixed. 
カメレオンやカエルが、背景によって、様々に変色するように、接頭辞のin, sub, adなどは後に来る語根の最初の音に影響を受けて、下記の通り、様々に変化する。ごまかされないようにしてください。                           You can’t let the lizards fool you around.
(ｲ)  in (不)    in   im    il   ir  not+形容詞 or no+名詞
       incrédible     impóssible      illégal       irrégular     imbálance               

      in+credible    in+possible      in+legal     in+regular    in+balance          

        不可信         不可能          不法         不規則        不均衡             

     not credible   not possible      not legal    not regular    no balance            


(ﾛ)  in (入)    in   im     in+動詞[or＋名詞]                                 

       indúce         impórt        impóse       impréssion        imply                   

      in+duce        in+port       in+pose      in+pression        in+ply                   

      誘い入れる      輸入         賦課する      印象             重ね入れる；暗に含む            

      duce in        port in       pose in       press in          ply in             

    

(ﾊ)  sub (下・準)   suc    sug      sup    sur       

            súburban         súbmarine      succéed      suppórt    suggést            

              準都市の・郊外の    潜水艦            継続する       支持する     示唆する                                                                    
            súrrogate                       supply                                                                                          

              代理(人)                              下付する・供給する                                                            

(ﾆ)  ad  ( 付・加 )  ag    ac   ap  as      ← ad /  and  /   added

            ádverb         áccess          apply             appréciate                       
              副詞             接近する           塗る・応募する       貴重に思う・感謝する                                          
            ággravate      assígn          acquíre           accúse(= ad+ cause)                     

              重大化させる     割り当てる         取得する             非難する                                                  

② 別タイプの変身(応用発展型)   fac    fec   fici   faci      

(ｲ) けっか   こうか     こうりつ       ゆうのう       かんたんな     便益                

     fact     efféct     effíciency    profíciency     facíle       facílities               

      結果       効果         効率            熟達・有能       容易・便利     便益・施設・設備  

(ﾛ) てん（転･回・返・変・対・代・向）  turn   tern    ver     vers     versus         
     turn         return          intérnal    túrbine  distúrb       álter       

      回転する       反転する・戻る     内面の        回転      攪拌する         手直しする                                                                       

     altérnative    intérpret         invért       conversation       reverse               

      代替の           通訳する・翻訳する    転換する       会話                  反転する                                                                                     

     A vérsus B          vice versa           úniverse                                        

       A 対 B                逆に；反対に             宇宙（唯一方向の世界）                                              

                                Cf. Call black white and vice versa 黒を白と言い、白を黒と言う。

(ﾊ)   遠い・移行・運行 (距離・程度・場所)        far    fur    fer   ≒  ver

      far     farther        further         tránsfér         infér                  

       遠い     さらに遠く        さらに（程度）     移動する・転勤      内面に移る・推論する                                                                 

     confér          refér           prefér           súffer         óffer                                    

      類推する          参照する           より好む            苦しむ           差し出す                                                                               

     convérse        revérse         invérse           invért                                    

      交換する           反転する          転倒：反転図         転倒させる                                  

                                     cf. inverse proportion（反比例）      inverter電流反転器                       

(ﾆ)   星       star     áster（ｱｽﾀｰ;花の名）    ástro     nával（海の）

      star     ásterism          ásteroid        ásterisk        disáster                      

      星       三ツ星印/∴       小惑星          星印 ☆＊       悪い星（災厄星）              

< astrólogy占星学   astrónomer 天文学者   ástronaut宇宙飛行士  návigator航海士   návy 海軍  >

(ﾎ)  (具体的）f   ≒   ph  (抽象的)       touchable/tangible  &  untouchable/intangible

      soft                face            fill       fear          flesh                       

       やわらかい              顔・面            満たす       恐れる          肉体                          

      sophísticated       phase           phil-      phobe         physical                                                       

       洗練された              局面              愛好する     恐怖する        (医学的)身体                  


   -o-           the philósopher’s stone 賢者の石      

 philharmónic socíety（音楽愛好会）   philhármony（交響楽）   hemophília（血友病）

 hydrophílic（親水性の）≠ hydrophóbic（嫌水性の）   hydrophóbia（恐水病・狂犬病）    

 ---phobia恐怖症   ácrophobia（高所恐怖症）    cláustrophobia（閉所恐怖症）

 ---philia愛好症   ácrophilia                    cláustrophilia       

 ---phobe 恐怖症患者   ácrophobe      cláustrophobe        [-foub]
 ---phile 愛好症患者   ácrophile      cláustrophile        [-fail]

telépathy   <Light Speed Mind-Set > 以心伝心     &     telekinésis 念動作用

tele = 移動    télescope    télegraph     télephone     télevision     télepath    

kínema（＝cinema）映画・動画       kinemátics運動学   kinétics動力学    

kinétic énergy  運動エネルギー     king = a man of kinetic energy   

 A word is a world.             The word is stronger than a sword.

Light travels 1 million times as fast as sound.                r

光速は音速の百万倍。                                 l s d t n         

Don’t think about it.                     m b p f v        

Just go on ínstinct.                                                        h k g

Try to vísualize it.                                                     
③ Six senses   Heart is made of the heard.（胎教）

  Both émbryos and fétuses are always hearing what you are saying.

  胚児も胎児もいつも私達の言葉を聞いている。「三つ子の魂、百まで」                       

   What you learn in the cradle will be with you until you die.

                   ＊＊＊ antenátal training ＊＊＊

  1st. see      ----  eye     ------   meet    seek   feel   keep   peep  sleep   

  2nd. hear           ear /learn ----  Heart is made of things that are heard.  

  3rd. smell    ----  nose    ------             

  4th. taste          mouth   ------   paste    waste

  5th. touch    ----  hands                

          氏より育ち！       Birth is much, but breeding is more.

     6th. sixth sense  = id  ⇒ it      “ That’s it!  I got it!”
    (intuítion)   My intuition told me it.   直覚・直感   gene thérapy

 Where’s Wally?   Find “roots” or main words.    語根を見つけよう。
 Vocabulary building  vácant <  vacátion  < vácuum  < evácuate  < vain  「v = 空」         


 (ｲ)  Christ?    chrysánthemum    ánthemum     ánthem      national anthem         

      金太郎       金花（菊華）           花             歌              国歌                   

    Jésus=Jóshua(God is help!＝神は救いなり)  

    Christ (= anóinted and chrístened香油で洗い清められたもの= Méssiah聖別・救世主)     

 (ﾛ)  chrys = or = aw = au = ol = gold = gl      Greek → Latin → Old English     

      orange     glory    córona      auróra    décorate      óracle    order            

        金橘        栄光       金環          曙光       金ぴかに飾る      神託      金言                

      áutumn         dawn      authórity        órthodox      órthography                    

       秋・あきらか     夜明け      権威・当局          正当の           正字法・文字学                  

      gloss          glítter       glass      light      pólish     word   sword               

       光沢・つや       きらめく        ガラス        明かり       つや                         
 (ﾊ)    id  =  the source of ínstinct énergy  =  it       <  That’s it!

   libído  = all of the instínctual energies and desíres that are deríved from the ‘id’.     
   libído ( live; líberal   +    i    I    id    idea    idéntity )       ID

【 GRAMMAR 8 】逆？順？ Pre-póst-erous 本末転倒（前後転倒）

     勾玉・祗園祭り       スサノオとアポロ

     さかさま？ God  ⇔ dog?      OK ⇔ KO         

      Good-for-everything（大善人）   ⇔   Good-for-nothing（大悪人）

天才と狂人は紙一重   Genius and madness are but a hair’s breadth apart.

 「悪人正機」       (Between a genius and a madman is a sheet of paper.)

スサノオもアポロも共に傲慢な悪神からやさしい善神に変身したと、古事記・日本書紀や

ギリシャ神話に記されています。   The more noble, the more humble.
  in revérse     revérsible       invérsion        read báckward        

語句や節、文をサカサマに読んで見る習慣をつけてみてください。今までわからなかったことが、突然、簡単に見えてきます。    紙には「表と裏」がありますが、「おもて」は善心で「うら」は悪心を示すように、先史時代の名残が、「紙と神」の発音を同じくしたのは、  

洋の東西を問いません。 ＜ Because the Bible is from paper, which is papyrus.＞

バイブルは紙（カミ）から由来します、それはパピルスの英語音です。( compátible sounds / m b p f v )

①  can    ⇔  be able to                                                            

     can understand   = be  understandable   =  be able to understand                     

     理解できる              理解し得る         理解する能力を持っている                                                                          

 I can understand it. = I am able to understand it. = It is understandable.                                        

  私はそれを理解できる。     私はそれを理解する能力を持つ。    それは理解され得る。（＝理解し得る）



 Lateral Thinking? or Vertical Thinking?  水平思考？垂直思考？          flexible?

* Practice Makes Perfect *   Turn the words into the phrases(= adj.+ to + verb)

   例にならって、さかさまにしてみてください。                                        

【例】  reasonable  =  able to reason       理屈をつけ得る（理に適った）                                                     

(ｲ) doable   =                              為し得る                                          

(ﾛ) goable   =                              行き得る                                       

(ﾊ) thinkable =                             考え得る                                                                    

(ﾆ) eatable   =                             食べ得る      > édible（食用になる）             

(ﾎ) forgivable  =                           許し得る                                                             

(ﾍ) feasable    =                           実行し得る                                                            

 (ﾄ) advisable   =                           忠告し得る                                                     

[ANSWERS]

(ｲ) able to do   (ﾛ) go    (ﾊ) think   (ﾆ) eat   (ﾎ) forgive   (ﾍ) fease   (ﾄ) advise 

cf.   This project is feasable. = We are able to fease this project.

       この計画は実行し得る。   = この計画を実行できる。

      He is advisable.  =  We are able to advise him.

       彼は忠告を聞く。 =  彼に忠告できる。

  同様に、 以下の場合も、逆読みすれば、意味がはっきりします。  Read backward.          
②  careful  ⇔ full of care                                                          

    注意深い     注意をいっぱいにして                                                                                 


e.g.   careless              mindful                    mindless                                                                             

           less of care          full of mind               less of mind             

       注意の無い              心ある                     心無い                                     

cf. He is mindful. = He is full of mind.

    He is thoughtful. = He is full of thought. 


【 GRAMMAR 9 】  Read backward （逆に読む）   口語と文語

    whisky and water / 水割りウィスキー      black and white / 白黒

洋の東西を問わず口語と文語は、基本的に逆順になることに注目して欲しい。

   「注目＝目を注ぐ」「所信＝信ずる所」「所得＝得るところ」という具合です。

  省略形       ←       今(口語)           ←      昔(文語）  
      mine       ←    my book           ←    a book of mine                  
     私の             私の本                      私（所有）の本                      

    Come see me.    ←     Come and see me.     ←     Come to see me.                                

     会いに来てくれ。          会いに来てください                会うために来てください。                                     

    Try sleep.      ←     Try and sleep.       ←     Try to sleep.                                            

     眠ってみろ。              眠ってみなさい。                  眠ることを試みなさい                                     

    Wait see.       ←     Wait and see.        ←     Wait to see.                                              

    （待って）みろよ。          （待って）見なさい。             見るために待ちなさい                                        


(ｲ) Tom’s books      ←    books of Tom’s

    トムの本              トム所有の本

(ﾛ) God’s spell      ←    spell of God’s             cf. Góspel ⇔ good spell福音

    神のコトバ             神所有のコトバ

(ﾊ) buttered bread   ←   bread and[=with] butter             and ⇒ added

   バター塗りのパン       バター付きのパン

cf.  a watch and chain鎖付き時計       man and wife 夫婦         a rod and line糸付きの釣り竿



 [TIP] 能動態 ⇒ 受動態（受け身）への変換には、 尚更、逆読みは役に立つ。

      

(ｲ) He played the guitar.       The guitar was played by him.

     ギターをひいた。            ギターはひかれた。

(ﾛ) He made the watch.          The watch was made by him.

     時計を作った。              時計は作られた。
  He buys books. ⇔ Books are bought by him.         能動態 ⇔ 受動態                    

  彼は本を買う。     本は 彼に買われる。                                        

  能動態（～をする）も受動態（～にされる）も「さかさま」に処理すれば、簡単です。

受動態にするときに、be動詞とbyを加えるのは、全体のバランスを対称的にするためです。

* Practice makes Perfect *          Try and turn the voices into each other.

例にならって、態を変換してみてください。

[Ex]  She found the flowers.  ⇔  The flowers were found by her.                                                  

(ﾊ) She buys that cat.         ⇔                                       S V O                     

    彼女はあの猫を買う。            ⇔   あの猫は彼女によって買われる。                          

【注意】 次の(ﾆ)の場合は目的語が２つあるので、当然、２つの受動態の文ができます。  

(ﾆ) She buys me this cat.      ⇔ I am                                  S V O O              

    彼女はこの猫を私に買ってくれる。⇔  私は彼女に（よって）その猫を買ってもらう。                

                               ⇔ This cat is                           S V O O                                                                                                                    

                                    ⇔  この猫は彼女によって私に買われる。                             
(ﾎ) The PC is bought by Tom.       ⇔                                                    

    このパソコンはトムによって買われる。 ⇔    トムはこのパソコンを買う。                         

(ﾍ) The cars are sold by him.    ⇔                                                    

    それらの車は彼によって売られる。   ⇔    彼はそれらの車を売る。                                  

(ﾄ) The sheep is caught by Mary.         ⇔                                               

    そのヒツジはメアリーによってつかまえられる。⇔  メアリーはそのヒツジをつかまえる。              

(ﾁ) The birds are brought by her.       ⇔                                              
    それらの鳥は彼女によって連れてこられる。   ⇔   彼女はそれらの鳥を連れてくる。                     
[ANSWERS]

(ﾊ) That cat is bought by her.     

(ﾆ) I am bought this cat by her./  This cat is bought (for) me by her.

(ﾎ) Tom buys the PC.                  (ﾍ) He sells the cars.

(ﾄ) Mary catches the sheep.           (ﾁ) She brings the birds.

         

             「一眼の亀」 Turn it a little around. 「回向と布施」

   針に糸を通していては、老眼になれば、糸は通らない。また、本をケースに入れる時

   に、本の背表紙を半回転させて入れれば、何の造作もなく納まる。このように、少し、

   発想を逆向きにすれば、相乗効果は計り知れないほど、素晴らしいものとなる。

1 It is much harder for a rich person to enter the Kingdom of God than a camel 

   to go through the eye of a needle. (ラクダが針の穴を通るよりも、裕福な人が神の国

   に入るのは、はるかにむつかしい。  Matthew 19: 16-25 )

② Scales fall from one’s eye.  (目からウロコ   Acts 9:18)     ♪ Amazing Grace ♪

③ Charity begins at home, but should not end there.         

Touchstone（試金石）   Do you want to be -----

-- selfish and coward following the stupid king 

in a new clothe?

-- brave and impartial for little match girls?

「裸の王様」に阿諛迎合するか、「マッチ売りの少女」に対して、

 恥かしくない、思い遣りのある公平な人間になるか？     



【語彙 Vocábulary & Thesáurus ６】 l  &  sl  &  st  &  str


 r  短・立・緊縮・転  rise    raise   short   ring     shrink     spring    turn        

                                                                   縮む                           

  brief    brave     fried shrimp      triumph      bright    round     ripe                 

  簡潔     勇敢      油炒め海老        勝利         聡明      丸い      熟す                                                                              

 l  長・横・放恣   lie  lay  long   linger      loose           ellíptic órbit   

                                                   だらだら続く    ルーズな                楕円軌道         

slang = s+language = loose language  （俗語）   

 l = línguiform letter（舌状の文字）                                    

 舌 = l,  langue (= tongue) /    bilíngual /    linguístics言語学                                

 s+l = sl  俗悪・狡猾・下劣・乱暴    selfish

（ s = ガサツに摩擦して、 l = 力無く、だらしなく発音）

  slang         slack        slow     sly          slash             slay            

  俗語            だらけた                  こっそりと     めった切りにする     虐殺する          

                cf.  slaughter 虐殺（する）    slap 平手打ち（する）    sleep 眠る   slave 奴隷    

 s+t = st  停止・始発・停滞    stagflation(=stagnation+inflation)
  start    stand   stop    stay   stain  stare     still     sting       study                 

   始発する             止まる    留まる    しみ    見つめる    じっとして   刺し込む     じっとみつめる       

                cf.  steal        stalker ストーカー    stow 潜り込む・密航する   
 s+t+r = str 始動・止動・止展開     strain緊張・骨折り・濾過
  start      struggle       stress       string      strive     strike    strong   

  始動する     もがく            強める         締める（紐）  もがく       強打する    強力な            
                cf.  strict       strap 革紐・吊り革        straight    

【 GRAMMAR 10 】 助動詞のdo と 動詞の do   Snap out of it!
       反転させて、縮めて、一体化!  Revérse and contráct it.

   does do → do does → do does → does  することをする  

   does go → go does → go does → goes  行くことをする
                < どこかおかしい？Something’s wrong? >


                   語順と省略形に注意！

      Does he study?     (he does study) ⇔ he studies 

      Did he study?      (he did study)  ⇔ he studied

      Can he study?      (he can study)  ⇔ he can study

 It’s just like  [ reversing the order of the words and contract them.] 

                    反転させて省略、一体化する。

                  a book of Tom’s ⇔  Tom’s book

                  a book of his  ⇔  his book

                  more fast      ⇔  faster             fast more → faster

                  most fast      ⇔  fastest             

                  more good      ⇔  better

                  most good      ⇔  best

【日本語】でも同じように反転した語句が、常識になっている。

(ｲ) 佐渡回り   → ドサ回り         (ﾛ) あらたし   → あたらし      （心を新たにする）

(ﾊ) しだらない → だらしない   （したら ＝ スートラ ＝ sutra＝経 --- インド語）

(ﾆ) 中国語→日本語  ＊可是可是(カシカシ) → しかし   ＊王八(ワンパー) →パー   ＊是的是的(スデスデ)→です


【 KEYS 】   ＊＊＊  迷子になった助動詞の [do], [does], [did] ＊＊＊

[do]には２つ種類がある。助動詞の[do]と動詞の[do]である。つづりが同じなので、

何時の間にか混同してしまって、文法がわからなくなってしまう。④⑤の文に

注意してください。迷子になった助動詞の[do]の存在を忘れないでください。

               助動詞の[do] と  動詞の[do]      複合体

       does + go = goes               did + play = played
           does + do = does               did + do   = did

  ① He can’t   tape the show.             He can  tape  -----                        

  ② He mustn’t tape the show.             He must tape -----                        

  ③ He won’t   tape the show.             He will tape -----                           
  ④ He doesn’t tape the show.             He does tape -----                             

                                           He tapes -----                              
  ⑤ He didn’t  tape the show.              He did tape  -----                           

                                           He taped -----                            

Ex.   do / can  / will /   must / did  / should         < Ring a bell!? >

     You do do it?         Do you do it?  --- Yes, I do.

     することをします？       することをしますか？      はい、します。

     You can do it?        Can you do it?     Yes, I can.

     することができます？      することができますか？    はい、できます。

     You don’t do it?       Don’t you do it? --- No, I don’t.

     He does do it?        Does he do it?  --- Yes, he does.

     He doesn’t do it?      Doesn’t he do it? --- No, he doesn’t do it.



助動詞do /does /didの 隠れた存在がわかれば、次の仮定法の時制はすぐに理解できます。

仮定法   If S1 + V1,  S2 + V2
  If節のV1の時制によって、仮定法現在、過去、過去完了と、名前をつけている。

 （実際は、If節の助動詞doの現在形[do, does]、過去形[did]、過去完了形[did have]である）

  主節のV２の日本語の時制はひとつひとつ、繰り下がって、未来形、現在形、過去形  

  になる。

   ①  仮定法現在  ～すれば、     ～するだろう
   If he knows her feelings, he will be happy.                 does know
   ②  仮定法過去  ～したら、   ～するだろうに。

   If he knew her feelings, he would be happy.                 did know
   ③  仮定法大過去  ～していたら、  ～しただろうに。
       If he had known her feelings, he would have been happy.     did have known

                 Balancing, or symmetry is the name of the game. 

                    対称、バランスがとれていなければならない。
   ２つの節（if節と主節）の動詞の時制は本来、対称しなければならない。例えば③は
   ③’ If he did have known her feelings, he would have been happy.  が本来の形。
 重ねて述べますが、仮定法の時制の一致を理解するためには、助動詞のdoと動詞のdoの

 区別と省略の経緯や次第を把握することが必須不可欠です。



       【 語彙 VOCABULARY THESAURUS 】  REVIEW

      ＊＊＊  Each character has its own character. ＊＊＊
                 （どの文字も固有の性格を持っています。）

                 Feel it, visualize it and figure it out.

      Have some idea and get some identity for your ID(identification).
ABC History / idiographic & phonetic representation 表音と表意

  ＊＊phonogram（表音文字）    &    ideogram/ideograph（表意文字）＊＊

英語は表音文字であるが、表意文字の性質も有する。複合して意味を表わす場合も多い。

適当に思いつくままに挙げてみました。試しに次の各語の意味を揣摩（しま）してみてください。

Let’s give them a shot.    難解な語句には意味を表記しています。

① e目    o全閉（孔・穴・口）    c半閉     z眩暈（めまい）     a=o                                                            

e  目・眼  eye     see        seem    meet        seek          peek                                

                                                              捜し求める        覗く             

op 眼光   open   opinion    opt      optician     optimism   ophthalomologist   

                                  目で選ぶ     眼鏡士         楽観主義         眼科医            

           optic nerve       optic angle     optoelectronics     optical illusion     

                視神経                視野               光電子工学             目の錯覚        

           optical wand        optimum                optical memory card        

           バーコード読み取り棒      望ましい・最適な              光メモリーカード                

           sleep     snoop      snoopy     hope      dope (out)                                   

                         覗く                        望む         推測する・でっち上げる                           
c   眼閉   close       cease       cut         circle      cycle       center                                             

                       静止する                                                      


z  攪乱    zero    zzz       zz       z        dazzling        puzzle                         

                     睡眠中    目が眩む   見つめる   まぶしくて眩む       わけがわからなくて眩む   

           fuzzy                 buzz                 amaze                        

           毛羽がいっぱいで          ブンブンうるさくて        驚嘆して見つめる                 

           gaze                       daze ＝dazzle                                 

           じっと見つめる                    眩暈がする/目を眩ませる                                   
a(=α＝o)   a / one    auld / old     amen / omen       all correct / OK             

                                               吉兆 / 凶兆                                             
            abord = on board     away = on way        caught       taught                

              搭乗して＝乗って          途上＝途中で（に）                                 

            thought      bought        brought          not a book(=no book)                         

            I want to buy.= I wanna buy. [ want to=wanna]       [ t=n,  o=a ]                                                                                                        

  「注」   [ l, s, d, t, n ] は、互換音。           [ a, o ] も互換音。

② b × d     Twist ‘b’ to ‘d’ and you can find the meanings reversed.   

b胸・生・息 breathe           breath      believe      breed      bio-         

             息する（＝生きる）      息                          育て上げる    生命の          

d下・死     die               death       deceive     down       draw            

               死ぬ                    死           騙す・欺く     下げる・下がる   引く                                        

③ p × q        [ b→p     /     d→q ]                                                

p 置・定      peak     place       peace        perfect      pose   pause                    

                            置いておく                                                             

q 求・不定    quest           question        require      queer        quit                   

                                                       要求する       へんてこな      やめる


④ f × h (g)                                                            

f  浮・表・前   fire    fart    find     flow      follow    fate    before    feather            

                                                                   運                              

h 内・隠・後   hire   heart   hide    hole    hollow      hate   behind   heavy                

                                                     うつろ（空洞）                               

g 地・重     ground      gravity     grave      great          grain      grow   

                                重力         墓           偉大な・重大な     穀物                    

              grieve       grudge                                                      

              嘆く         恨みを抱く                                                       
⑦ u = v = v+v = w(=double ‘u’ = double ‘v’  in French)

u 優    universe   utopia    eugeny   euphony     you     beauty  useful       

                                   優性        優音（音便）    貴方                                

v 勝    vivid          vive   vitamin   victory   vindicate     valid   vital             

           生き生きとした     万歳！                             雪辱する          有効な    生死に関わる 

w勝    win        wise      wield      wonder     witch   wizard        will       

                                  権力を振るう                 魔女     魔法使い（男）   意志       



⑧ 付録  bonuses                                                         

k  翔       hawk     stork            sky      kick    cock   crow                            

                          コウノトリ                                                                  

i  我        I       ID      id    it      idea   idiot    identify     individual       

j  喜    Jesus          joy     journal       juvenile     justice    judge    jewel                 

          救い主messiah                                                                         
m手・力   man    manage    manual         mustle      mend    demand                         

                                手動の、マニュアル                                                 

x 以外     extra    exit        ex-president          exhaust                                     

                                                              使い果たす                                  

           exhaust gas         exorcist           exorcise        exercise            

                排気ガス                                  悪魔を追い出す      実行する/果たす      

y 気味  [i]   rainy         happy     rainin’     Tommy        Stop it.                 

             All righty.       Take it easy.       Looky(＝Look at it).                      

             Howdy?(How do you do?)        Hi.                                    


【 Grammar 11 】   a bicycle Tom has.

        Tom has a bicycle. ⇔ Tom’s bicycle.

 (1) １語のみでの修飾語            always come  /  come all ways ???
語＋語         日本語と同じ語順

  ＜現在・口語＞            ＜正式・昔＞               ＜言い換え＞

1. Tom’s bicycle    →     a bicycle of Tom’s       a bicycle which belongs to Tom

                                                            a bicycle which Tom has              

  トムの 自転車                 トム（所有）の自転車             トムに所属するところの           

2. his book        →     a bicycle of his          a book which belongs to him           

                                                    a book which he has           

                                                         彼に所属するところの本          

3. a big car       →     a car big                 a car as big as mine           

                                                      私のと同じくらい大きな車         

4. always go       →     go always                 go every morning                  

                                                                                   

5. often study     →     study often                                                 


  red bookのように、１語の修飾語は、現在では、ふつうは、被修飾語の前に来るが、

本来は、やはり後ろにあった。  すなわち、１語であろうが、２語以上であろうが、

修飾語は本来はすべて、被修飾語の後ろに来るものである。以下の例のように。

①  a red book / 赤の本               ②  a book red/ 赤い本     

③  a book read by him/ 彼に読まれる本


④  a book (which) he will buy/ 彼が買う（所の）本     


⑤  a book (which) is useful/ 役に立つ（所の）本
（２） ２語以上の修飾語は 例外無く すべてうしろから修飾する。

語＋語句           日本語とサカサマの語順になる。
[1] a bicycle of Tom’s  トムの自転車   

         

[2] bread and butter  バター付きパン ＝bread with butter = bread added with butter
                                                            バターの付いた              バターを加えられた
イ  a watch and chain ＝  a watch with a chain     ≠  a watch and a chain                                    

          鎖付き時計              鎖の付いた時計                    時計と鎖                            

ロ  a rod and line    ＝  a rod with a line        ≠  a rod and a line                              

    糸の付いた釣り竿          糸の付いた釣り竿                      釣り竿と糸                        

ハ  come to see me    ＝  come and see me   ＝  come see me                           

         会いに  来る                                                                

   cf. come to school                                                               

         学校に  来る                                                               

《 不定詞のtoも前置詞のtoも、会話では意識していないことに注意してください。 》

「勉強に行く」のも「学校に行く」のも同じ「に」のパターンです。

  go to study       go to school

[3] run and cry  泣いて走る                             cf. black and white 白黒の
イ  run (with) crying   泣きながら走る           ←  run with being crying       

     泣くことをもって走る                                      泣いていることをもって走る                                                                                   

                                cf. go out with some money ≒ go out having some money

                                          をもって                     を持って                  

ロ  walk and sing   ＝  walk singing    歌いながら歩く            ( and ⇔ ing)                            


ハ  You and I       私とあなた                                                         



cf. 現在分詞が前置詞に変身する時、having the book ⇒ with the book

    from “half-mashed bean paste” to “full-mashed bean paste”
    jam or jelly?   漉し餡(strained bean jam )  粒アン(half-strained bean jam)

① regarding Tomトムに関する             (regard 考慮する、関係する)

② cocerning the matter そのことについて  (concern 関係する)

③ matters pertaining to education  教育に関する事柄  (pertain 属する)

④ matters of education 教育の事柄  (= maters belonging to education)

⑤ during the summer夏の間  ( dure = endure )

⑥ according to him, = according to what he says, 彼の話によると、

（３） 語＋句[節；文]
      2語以上の語ですら、うしろから修飾するのがふつうであるので、ましてや、

      節や文の場合は、言うまでもなく、うしろから修飾する。

  a book written by Shakespeare   シェイクスピアによって書かれた本

  イ  Shakespeare writing a book             本を書いているシェークスピア                     

    cf. Shakespeare is writing a book.       シェークスピアは本を書いている。              

                  ( isの有無に注意！ )                                             

  ロ  He’s walking reading a magazine.        雑誌を読みながら歩いている。                  
    cf. He’s walking and he is reading a magazine.                                

        彼は歩いていて、雑誌を読んでいる。                                                      
    cf. Reading a magazine, he was busy.                                              

        彼は忙しい、雑誌を読んでいるので。= As he was reading a magazine, he was busy.   

  ハ  He was busy typing the report.タイプしていて、忙しかった。 ( with typing)      

       彼はレポートをタイプしていて忙しかった。                                  

      = Typing the report, he was busy./ 彼は忙しかった、レポートをタイプしていたので。     

  ニ  She was sad scolded by her mother.                 ( for being scolded)

        母親に叱られて悲しかった。                           叱られたために                         


    cf. (Being) scolded by her mother, she was sad.                                    

        彼女は悲しかった、母親に叱られたので。/ As she was scolded by her mother, she was sad.  

ホ  《主節の述語の時制にしたがって、to不定詞はの意味は未来にも現在にも過去にもなる。》    

     He was happy to see Mary.          彼はメアリーに会えてうれしかった。           

                (= when he saw Mary.)            (to ≒ when ,because, as, since  )

       メアリーに会えて、うれしかった。                                          

    cf. He will be happy to see Mary.                                             

                     ( = if he sees Mary.)      (to ≒ if )                         

       彼はメアリーに会うと、うれしいだろう。                                       

  ヘ  He was happy seeing Mary.         彼はメアリーに会って（いて）うれしかった。                                          

                   ( because he was seeing Mary.)                                


【Grammar 12】  不定詞

 [1]  < to不定詞 の主語は？>    Infinitives’ subjects?

「 have to」 の由来は？    must？

   イ  I have something to tell you.                                              

       君に話すことがあります。                                                       

   ロ  I have to tell you something.                                                

       何かを君に話さなければならない。                                              

Cf. （現在形、過去形、過去分詞形、現在分詞形、不定詞、いづれの場合も）動詞のすぐ前

     にある名詞がその主語になる。Double-check it. 

 ①  I have something for me to tell you.        haveの主語＝I,    tellの主語＝me

 ②  I hope that he tells her to go to Washington. 

 ③  I want him loved by her.

 ④  I want him to love her.

 [2]  have「ある」 ---- 図書館がある。 

               We have a good library in our city.

                この町には、いい図書館があります。  

「現在完了」

イ 経験がある。  ロ 状況を持つ。    ハ 瞬間を持つ。    ニ 結果の状態を持つ。

イ  I have met her.        < the experience/ the fact/ the feeling of meeting>        

     彼女に会ったことがある。                                                      

    I have the experience that I met her.                                              

     彼女に会ったという経験を持っている。                                             

ロ  I have lived here ten years.     < the period of living>

     10年住んでいます。

    I have the fact that I lived here ten years.        /results/ achievements

     10年住んだ継続事実を持っている。

ハ  I have just called him.     < the moment of calling >                            

     彼に電話したところです。                                                        

    I have the moment that I called him.                                             

     彼に電話した瞬間を持っている。                                                  

ニ  I have lost my watch.       < the result of losing / the situation of losing>

     時計を無くしました。

    I have the result that I lost my watch.

     時計を無くした結果の状態を持っている。

[KEY]  したがって、現在、口語では、現在完了形を過去形で代用しているのは、

        当然のことである。thatの前の部分を口に出さないだけのことだから。

   【例】   (I have the experience that) I met her before.




【 Grammar 13 】   関係詞 

[1]   v + v = w                             Are you kidding? --- No, I mean it.

   関係詞は（～ところの＊＊）を意味し、関係させる代名詞（代副詞、代形容詞）である。すなわち、２つのものを結びつける代用の語である。

   二つの文を結びつけるのだから、述語動詞(v)は２つあることになる。すなわち、v＋v＝w

となるので、who  which  what  where  why  how などの、double [v]を表わすwを含んでいる語を使用している、ユーモアにも、注目してほしい。

 I saw a teacher. He is nice.     

 I saw a teacher, and he is nice.

 I saw a teacher who is nice.

 一方、

「私が愛する花＝the flower I love 」と「私が愛するところの花＝the flower which I love」との、意味合いの違いは、関係代名詞「～ところの＊＊」を使用すれば、

感じが正式に、重く、古くなる、という点にある。従来の受験英語では、どちらも同じように訳して、「～ところの＊＊」と訳せば、マチガイとされてきたが、文語と口語の区別をしない、きわめて鈍感で野蛮な処理の仕方であったように思える。

 the flower which I love  愛するところの花

 the flower that I love   愛するその花

 the flower that I love   愛するその花

また、語順については、関係代名詞が入れば、後ろから修飾される。

(ｲ) a boy who runs                         Cf.  A boy runs.

     走るところの少年                            少年は走る

(ﾛ) a boy who is running                   Cf.   A boy is running.                     

     走っているところの少年                      少年は走っている                   

(ﾊ) a boy who is loved by every one        Cf.   A boy is loved by every one.

     みんなに愛されているところの少年            少年はみんなに愛されている

(ﾆ) a boy who loves every one              Cf.   A boy loves every one.                 

     みんなを愛するところの少年                  少年はみんなを愛する                  

(ﾎ) a boy whom every one loves             Cf.   A boy, every one loves him.

     みんなが愛する少年                          少年、みんなが（彼を）愛する

      【まとめ】 次の文のニュアンスを正確に理解してください。

(ﾍ) A boy trusts you.                少年は（君を）信頼する                     

(ﾄ) a boy who trusts you           （君を）信頼するところの少年                   

(ﾁ) a boy you trust                （君が）信頼する少年                         

(ﾘ) a boy whom you trust           （君が）信頼するところの少年                      

         No excuses, no complaints!

Who can you trust if you can’t trust yourself?

Who can trust you if you can’t trust yourself?

It’s best for you to trust yourself first of all.

[2]  接続詞・代名詞・関係代名詞の区別と共通性   ～という[こと]  ＆   ～した[事/物]

 A. ①  I know that you met him.      君が彼に会った（ということ）＝that

        あなたが彼に会ったこと（それ）を知っている。
    ②   【口語】 You did the thing. I know that.                【反転連結】

        あなたは彼に会った。  私はそれを知っている。   

    ①のthat（接続詞）もやはり、②のthat（それ＝代名詞）の意味を持っている。             

 B.    ～こと   ( untouchable   /  intangible ) 抽象的                             

     I know the thing (which) you did.        君がしたこと（＝事）                     

             あなたがした（ところの）そのこと                                                 

   = I know that (which) you did.         < that + which = what > 【反転連結】         

             あなたがした（ところの）それ      < that + that =  what> 【doubled that= what】                                          

   = I know  what you did.                                                         

             あなたがしたこと                                                                  

   = What you did, I know that.                                                    

     あなたがしたこと、私はそれを知っている。                                                      

Are you clear about the difference of the following sentences?

cf. I know that you said that.          ( that = you said that )

    I know that that you said. ( = I know what you said.)

 C.     ～もの      ( touchable   /  tangible ) 具体的

     I know the car (which) you bought.       

                 買った（ところの）車

   = I know the thing (which) you bought.    

                 買った（ところの）その物

   = I know that which you bought.

                 買った（ところの）それ 

   = I know what you bought.               

                 買った（ところの）もの

 D. That you met her was important. = It was important that you met her.            

    あなたが彼女に会ったことは重要だった。   あなたが彼女に会ったことは重要でしたよ。             

  = Your meeting her was important. = It was important for you to meet her.            

    あなたが彼女に会うのは重要だった。              君にとって重要でしたよ。            

  = For you to meet her was important.                                              

    彼女に会ったことは（君にとっては）重要だった。                                                       

 E. What you did was important.  

   = The thing (which) you did was important. 

     君がしたことは重要だった。

 cf. That you did that was important. = It was important that you did that.

      君がそれをしたのは重要だった。     
 F. The violin (that) he bought is excellent.                                            

    彼が買ったバイオリンはすばらしい。                                                 
 cf. That he bought the violin is excellent. = It is excellent that he bought the violin. 

    彼がそのバイオリンを買ったのはすばらしい。                                      


      多勢に無勢？


One dog barks at nothing and then thousand dogs spread it as truth.


False rumors spread 


like wildfire.





 視 観 察


視其所為


観其所由


察其所安


人焉痩哉


人焉痩哉


   論語 為政





がりょうてんせい 


画龍点睛


  


 龍をえがきて、


   ひとみを点ず。





He is on my staff. 


= He is one of my staff. 


= He is a member of my staff.








 Get the scales to fall from your eyes.   Open your eyes


       眼からウロコを落とす。   [ ACTS 9 ]   


  日本語も英語も人間の「ことば」です。    外面に騙されないように。


   Don’t let appearances deceive yourself.  Try to look but can’t see?


    o     p     e             o     p     e    


    hole    pupil    eye               look    open     see   


   目の穴  瞳（睛）  眼               見る    採光      開く・見える）





 言葉の音も形も、人間の感情を根本として発生展開して来ています。


 洋の東西を問いません。    Where’s Wally? ウオ－リ－を探せ！


（どこに「キー文字」が隠れているでしょう？）


  ( o   p   e    a   = p /  b  /v / w    observe  >  vision >  watch  > wise )


 目    > 月      >  皿            >   罒     >  耳


 見        望む・期す     監督                     夢           視聴者


look, see, hope,expect,   oversee(= supervise),   dream,     audience, aural




















 韻   rhyme    


同音・ 類音・  余韻


same;  similar; echoing








 To draw pupils[apples] in the eyes of a painted dragon.


 (= To put the essential finishing touch.)   「画竜点睛」








 The point is that “language with a lack of expression” will be getting us nowhere.


     要するに、「表情の無い言語」は、我々をどこにも導いてはくれない。





st  停止・靜・渋滞





tr  移転・移動





s   俗・物質的





th  仙・精神的








h  内奥、後部、重い、        hide, heavy








裏を見せ 表を


見せて 散る紅葉





l





               To lamént the loss of sheep


To find a common link between the various fields of learning is


as difficult as trying to regroup a flock of scattered sheep.








 Ａ     イロハ と ＡＢＣ


色は匂へど 散りぬるを 我が世誰ぞ


常ならむ 有為の奥山 今日越えて


浅き夢見じ、酔ひもせず  ん      Ｚ











露と落ち


露と消えにし


我が身かな


浪花のことも


夢のまた夢


     豊臣秀吉





【EXPRESSIONS 8 】 Superman    一 富士    二 鷹      三 茄子


                                    一 不死     二 英雄      三 自然


His father said to Superman, “Don’t punish yourself with the feelings of vanity. Simply learn to control them. It is an affliction common to all, even on Krypton. Our destruction could have been avoided but for the vanity of some who considered us indestructive. Had it not been for the vanity, at this moment I could embrace you in my arms.” 


     スーパーマンの父親は言った、「虚栄・傲慢・不遜などで本当の自分を台無しにしてはいけない。     


     そのようなものに支配されてはいけない。これは私達すべてに共通の問題だ。 クリプトン星人も  


     例外ではなかった。自分は不滅だと過信してしまった者たちのこの傲慢不遜がなければ、私達の滅


     亡は免れることができたかも知れない。その傲慢不遜がなかったならば、今この瞬間に、腕の中に


     お前を抱くことができたかもしれないのだよ。            * affliction  苦悩・病気    





* Krypton > Crystal > Chrysanthemum          > Chris    >  Christ         >  christen


  ｸﾘﾌﾟﾄﾝ    結晶     菊（花・聞く・効く薬）    ｸﾘｽ（人名） ｷﾘｽﾄ（純粋の人）  洗礼する





* but for ----   = without ---


 = if it had not been for ---  


  = Had it not been for --- 


  = If it had not been for ----





echo


こえ








f  外表、前部、軽快、浮、ひ弱     find,  fly





温故知新





昨日は


明日の


  鏡なり


今日を


さわかに


   つとめ


 過ごさむ











祗園精舎の鐘の聲


諸行無常の響きあり


沙羅双樹の花の色


盛者必衰の理を


         あらはす
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一＋止 ＝ 正 





r








ぼうよう   たん


亡羊の歎




















○ 睛（目＋青）＞ 瞳


    ひとみ  the pupil of the eye


×  晴（日＋青）


    晴れ   Cloudy, later Fine.








あたたかく 


やさしき


こえにて


子は育つ





 Heart is made


  of the heard.





  一犬吠虚  万犬伝実


一犬  虚に吠ゆれば、


万犬  実と 伝ふ





[EXPRESSIONS 12] ちゃんとしていたのに、、、、I thought I was doing a good job,,.





A : I’ve got taken off the case, today, you know. I’m no longer workin’ on it. That’s 


    funny. Here I thought I was doing a good job.


B : How unfortunate for you! But I suppose they know what they are doing.


     A: 事件からはずされちゃった。もう関係しないんですよ。おかしいなあ。ちゃんとしてい


         たのに。


     B: 残念だね。しかし、原因はちゃんとあると思うよ。

















Are you sure? How can you be that sure? I can’t believe it. You’re so naïve.


 ほんとう？どうしてそんなに確信できるの？信じられないよ。ナイーブすぎるよ。





A: Are you coming?    一緒に来ますか。


B: Go ahead. I’m going to take a little walk to clear my head. You know what   


   I mean.  先に行ってください。少し歩いて頭をスッキリさせます。わかるでしょ。


A: All right.     いいですよ。





People see what they expect. It’s the principle of association.


人間は見たいものを見る。そのように連想するようにできているんだ。








[EXPRESSIONS 15]  特ダネの写真が写っていなかった時のショック！


A: These things happen, Pal. Don’t be so hard on yourself. Well, maybe, you left 


    the lens cap on. Or, loaded the film in backward.


B: Maybe, I’m just a loser who can’t do anything right.


    A: よくあることだよ。そんなに自分を責めてはダメだよ。たぶん、レンズのキャップをつけた


       ままだったのかもしれないし、フィルムを逆に入れたのかもしれないね。


    B: たぶん、何も、まともにできない間抜けだけなのかもしれないよ、オレって奴は。











Just a little, and then you’ll have it. Now, you get it, boy. Very good!


まず、少しだけやってみる、そうすれば、気持ちが入ってくる。もう大丈夫だ。いいぞ！





               BODYGUARD


♪  Share my life, take me for what I am.


    ‘Cause I’ll never change all my color for you.  


    Take my love, I’ll never ask for too much.


    Just all that you are, and everything that you do.     ♪





Maybe it takes a while to get the hang of it. --- You said it right. 


コツを掴むには少し時間がかかるかも知れないね  ---- 全くだ。





Come around できるようになる       /      Come apart ダメになる


In the end, it just comes down to one thing. You can’t run from the wind. You face the music. You trim your sails and keep going.


結局のところ、こういう理屈に落ち着くのだろう。向かってくる風から逃げるわけにはゆかない。困難に背を向けてはダメだ、試行錯誤しながら、自分の人生を歩み続けるほかはない。














I guess it’s possible, but unlikely.     可能だけれど、むつかしいね。

















































































































A learned blockhead is a greater blockhead than an ignorant one.


学のある頓馬は無学の頓馬よりもトンマである。（ ＞ 机上の空論・学者馬鹿）





A husband must be deaf and the wife blind to have quietness. （笑）見ざる・聞かざる





A liar should have a good memory.（笑）うそつきは記憶力がよくなくてはダメ。











Charity begins at home, but should not end there.      慈善（≠偽善）


Cast not dirt into the well that has given you water.  感謝（≠忘恩）





We must howl among[=with] the wolves.      狼の群のなかでは、吠えねばならぬ。











あたたかく


     やさしき


  声にて


     子は育つ





 有教


 無類


 教えは


    有り


 類は


    無し














 [EXPRESSIONS 13]   from ‘seeing’ to ‘feeling’   肉眼から心眼へ


Vision is highly overrated. Just feel what the wave is doing. Then accept its energy and get in synch, then charge with it. You don’t need to see.


    視覚を過信してはダメだよ。ただ、波がどのように動いているかだけを感じるようにしなさい。


   そしてそのエネルギーをありのままに吸収して、それと一体化して、そのエネルギーを体内に


   充満させるんだ。目で見るのじゃなくて、心で感じるのが大切なんだ。     Surf Master





Will you answer my questions truthfully?   私の質問に正直に答えてくれる？


--- Yes, I will.





Come on! You can do better than that.  がんばれ。もっとうまくできるはずだ。








[EXPRESSIONS 16 ]   蝶ネクタイを他人に結んであげる時、


It’s a bit tricky. Especially when you are doing it on someone other than yourself. ‘Cause everything is in reverse.


       ちょっとややこしいよ。自分じゃなく他の誰かのために結ぶ時は特にそうだね。


       みんな逆にしなくちゃならないもの。


* other than     比較級の形に注意。











[EXPRESSIONS 14]  How to free up the jam    コピーに紙が詰まったら、


Don’t stick a pen in. Here’s the procédure. I’ll give you a simple 1-2-3 procédure. So it won’t happen again. Pop that down, push this. Pull back on the lever, free up the jam and you can áccess ----.


ペンを差し込んだらダメ。こうしてください。簡単なやり方を言います。そうすれば、２度とつぶれません。それをポンと降ろして、これを押す。レバーを引っ張って、詰まったのを外せば、すぐに------ できるんです。





         <<<< 我侭なガールフレンドを持つ男の独白 >>>>


Isn’t here, doesn’t call, thinks only of herself, always hurts the one ----.


どっかに行って、電話もくれないし、自分のことばっか考えて、ヒトの気持ちも知らないで、、、、（泣く）





Release    ri キリッ brisk     la ダラー  slur














情けは


 人のため


     ならず





A: You already sipped. So, what’s one more gonna hurt?


B: It’s a sad thinking. You are never too late to stop it.


   A: もう一口飲んでしまったんだ。もう一杯飲んでも、飲まなくても同じだ。


   B: 悲しいね。遅過ぎることなんかないよ。 





A: May I help you?          手伝いましょうか？


B: If you will, please.     でしたら、お願いします。











The more noble,


the more humble.


The more wise,


the more generous.


The more strong,


the more gentle.





 如有


 周公之才之美、


 使驕且吝、


 其余不足観也已


         「論語 泰伯」


 


みのるほど


     頭を垂るる


        稲穂かな





 為仁由己


 而由人乎哉





仁を為すは


   己に由る。


なんぞ人に


  よらんや？





     「浮世？」


  得意に


    浮かれず


  失意に


      憂へず


    「憂世？」








Even though succeed, 


  not get too carried away.





Even if fail, 


  not get too worried about. 





  King’s new clothe?         See through it with your mind’s eye.


You got a pattern of looking at people judging them by the exterior. You’re just fixated on the outside appearance of them. I gotta jolt your nervous system. We gotta break that pattern. This is how it’ll work. I’ll show you what to do. It’s not just talking about. Now here’s what you do. Just relax for a moment. ----. And you’re looking in the eyes of them and you’re feeling their heart, you’re seeing their soul, you’re feeling their spirit. That’s it. 





       Not just a “noblésse oblíge”


“nobility obliges” = the moral obligation of the rich or highborn 


to display honorable or charitable conduct.


           恵まれた境遇にある者が慈善奉仕する心得。





Do you really think that I would do such a thing?


ほんとうに、私がそんなことをすると思うんですか？








Does what I’m saying make any sense to you?   ---- No.


私の言うことはばかげてますか？―――うん、ばかげてる。





[EXPRESSIONS] Traumatizing training?  無駄に苦しめるだけのトレーニング？


I can’t understand what you want them to do. What do you call that, humiliation training? What you do is traumatize kids! Your music is making sense to no one but yourself.


 生徒達に何を要求しているのか理解できない。はずかしめるためのトレーニングじゃないですか。  


 あなたがしているのは生徒達を苦しめているだけだ。自分でだけ満足しているだけじゃないですか。








It’s what simple people think that matters. Simple people are always ready to believe any old prophecy. They don’t need a real salt.   大事なのは大衆の考えだ。大衆は常に昔ながらの予言を信じたがるものだ。真の救世主などを必要とはしないんだよ。





[EXPRESSIONS]  教育パパの勝手な思い込み。an overly education-minded father


Father: I made a great many sacrifices for you to get here, Neil. And you will not   


        let me down.


Son   : No, sir.


  父  ：ここまで来るのに、莫大な犠牲を払って来たんだ。だから、父さんをがっかりさせないでくれ。


  息子：はい、お父さん。



































































































































rain  reign  rein    


rot               腐る


ripe              熟れる


rise              上る


raise             上げる





病





老











r





p





（自分に）むかつく  qualm   


 口ゲンカする       quarrel   


 質問する          qestion


 奇妙な            queer


 やめる            quit


      





peak     power


top


perfect         完成する


practice        練習する


  








p





q





下って             down                             


deteriorate   differenciate


            drain


ドブ水（死んだ水） 


死ぬ               die


死                 death


死んで             dead








breed          育て上げる


bring          もたらす


brain


脳（生き生きとした水）


breathe       息をする（生き）


breath        息


birth         生





d drain drain





b





    r


  q+p


  d+b   


 g





grow               育つ・肥大する


ground             地


grain           穀物


grave              墓


gravity            重力


grieve             悲しむ





g





生





死





      イロハ歌   





   （色ハニホヘド）


    色は匂へど


   （散リヌルヲ）


    散りぬるを





   （我ガ世タレゾ）


    我が世誰ぞ


   （常ナラム）


    常ならむ





   （ウヰノ奥山）           


    有為の奥山


    


   （ケフ越エテ）


    今日越えて





   （浅キ夢見ジ）


    浅き夢見じ


   （ヱヒモセズ  ン）


    酔いもせず  ん





         


            Row, row, row your boat, gently down the stream, 


         merrily, merrily, merrily, merrily, life is but a dream. 


         























祗園精舎の


鐘の声


諸行無常の


響き有り





娑羅双樹の


花の色


盛者必衰の


理をあらはす


「平家物語」





① He’s happy.しあわせだ。    He is happy.しあわせです。


② He’s a dog.  He is a dog.        Cf.   He’s got a dog. = He has got a dog.


      犬だ。      犬です。               犬をもらった。    犬をもらいました。


③ He’s gone. 行ってしまった。   He has gone.行ってしまいました。





Buddha（仏陀）      Confucius（孔子）        Socrates  


John the Baptist（洗礼者ヨハネ）     Christ      屈原（端午の節句の神）     


達磨(ﾀﾞﾙﾏ)         聖徳太子         菅原道真（天満天神）   


Michelangero      千利休           吉田松蔭      ﾄﾙｽﾄｲ      宮澤賢治
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